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施 工 計 画 書 

 

 

１ 施工計画の目的 

施工計画作成の目的は、図面・仕様書等に定められた工事目的物を完成するために必要な手順や 

工法及び施工中の管理をどうするか等定めるものであり、工事の施工・施工管理の最も基本となるも

のである。 

長崎県建設工事共通仕様書（佐世保市読替版）第１編１－１－６第１項に、「受注者は、請負代金

が500万円以上の場合には、工事着手前に工事目的物を完成するために必要な手順や工法等につい

ての施工計画書を、監督員に提出しなければならない。ただし、請負代金が500万円未満であって

も監督員が指示した場合は同様に提出しなければならない。」と規定している。 

また、施工計画書には、下記の事項について記載するよう規定されている。 

 (1)  工 事 概 要 

 (2)  計 画 工 程 表 

 (3)  現場組織表 

(4)  安 全 管 理 

(5)  指 定 機 械 

(6)  主 要 資 材（佐世保市様式に限る） 

 (7)  施 工 方 法（主要機械、主要船舶、仮設備計画、工事用地等を含む） 

 (8)  施工管理計画（工程管理、品質管理、写真管理、出来形管理及び段階確認施工管理担当者

氏名等を含む） 

(9)  緊急時の体制及び対応 

(10)  交 通 管 理 

(11)  環 境 対 策 

(12)  現場作業環境の整備 

(13)  再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法 

(14)  そ の 他 

 

 さらに、「監督員がその他の項目について補足を求めた場合には、追記するものとする。ただ 

し、受注者は維持工事等簡易な工事においては、監督員の承諾を得て記載内容の一部を省略すること

ができる。」となっている。 

この外、第２項には「受注者は、施工計画書の内容に重要な変更が生じた場合には、そのつど当該

工事に着手する前に変更に関する事項について、変更計画書を提出しなければならない。」また、

第３項には「受注者は、監督員が指示した事項については、さらに詳細な施工計画書を提出しなけ

ればならない。」と規定されている。 
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２ 施工計画書記載事項の内容 

  記載事項の標準的内容は下表のとおりである。 
 

  記 載 事 項  内 容 

  工 事 概 要   工事名、河川又は路線名、工事場所、工期、請負代金、発注者、 
  受注者、工事内容、位置図、一般平面図、標準横断図等 

  計 画 工 程 表    横線式工程表、斜線式工程表、ネットワーク等で作成 

現 場 組 織 表   現場の組織、編成、命令系統、業務分担、施工体系図 

安 全 管 理   安全管理体制、安全対策、安全訓練の実施方法、 
  安全巡視の実施方法、安全活動方針 

指 定 機 械   設計図書で指定されている機械又は監督職員が承諾した機械 

主 要 資 材 指定材料、主要材料、材料試験方法 

施 工 方 法 
  主要工種毎の作業フロー、施工方法、使用機械、仮設備の構造配 
  置、仮設建物、材料、機械等の仮置場、プラント等の機械設備、 
  運搬路、仮排水、安全管理に関する仮設備、指示・承諾・協議事 
  項の予定内容 

 施 
 
 工 
 
 管 
 
 理 
 
 計 
 
 画 

  工 程 管 理   実施工程の手法・管理方法 

   品 質 管 理   品質管理計画表 

   写 真 管 理   写真管理計画表 

   出来形管理   出来形管理計画表 

   段 階 確 認   段階確認計画表 

  施 工 管 理 担 当 者   施工管理担当者氏名の表示 

  緊 急 時 の 体 制 
  及 び 対 策 

  事故発生時の連絡系統図、対応策 
  災害発生時の体制、異常気象等の防災対策、事故報告 

  交 通 管 理   交通管理、交通処理、過積載防止 

  環 境 対 策   大気汚染・水質汚濁・振動・騒音対策 

  現場作業環境の 
  整 備 

  現場作業環境に関する仮設、安全、営繕対策 

  再生資源の利用の 
  促進と建設副産物 
  の適正処理方法 

  再生資源利用計画書、再生資源利用促進計画書、 
   処理委託業者名、マニュフェスト使用の徹底、 
   社内の管理体制 

 
   そ の 他 

 ・契約図書及び監督職員の指示で、施工計画書に記載を必要とする 
  もの。 
 ・関係機関との協議先一覧（警察署、労働基準監督署、道路管理者等）
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３ 施工計画書作成の留意点 

 ３－１ 施工計画の基本事項 

 施工計画作成時に検討する基本的項目は、次のとおりである。 

① 工事の目的、内容、契約条件等の把握 

② 現場条件（地形、気象、道路状況、近接状況、環境、制約条件等） 

③ 全体工程（基本工程） 

④ 施工方法（施工順序、使用機械等） 

⑤ 仮設備の選択及び配置   

 

 ３－２ 施工計画作成の要点 

施工計画作成は、上記基本事項を十分調査・検討・把握し、施工性・経済性・安全性との関連 

を繰り返し検討（施工計画作成フロー図参照）しながら、最適施工体制を決定する事が重要である。 

公共工事を施工するための計画書作成は、すでに受注を決定し、施工開始期日を前提として作 

成される場合が一般的である。このことから、受注時の自社の体制・実施能力との関連も検討し、

確実に施工できるものでなければならない。だが確実性を追うあまりに、新技術・新工法等を検討

できないようでは、技術の進歩はあり得ない。たとえ小規模でも新技術・新工法の採用を含めた幅

広い検討が必要である。 

現在の土木産業には、生産性の向上・環境保全といった大きな社会的要求があり、中央建設業 

審議会により方向性が示されている。これらの問題に対し積極的な社会参画という形で取り組み、

計画段階から具体的なかつ、効果的な方法を計画書に反映させることも考慮しなければならない。 

具体的検討項目は、次のとおりである。 

① 生産性の向上に関する標準的な検討項目 

(a) 合理的な分割施工 

(b) 仮設の独自性 

(c) 作業の規格化・標準化 

(d) 新技術・新工法の採用 

(e) 施工の機械化 

② 環境保全に関する標準的な検討項目 

(a) 環境の観点からの資材や機械の選別 

(b) 地域社会への貢献 

(c) 廃棄物の減量化・適正処理 

(d) エネルギー利用の効率化 

(e) 社員の意識改革 

このように、施工計画の作成にあたっては、基本事項を十分把握し、経済性・施工性等を検討 

することは勿論、現在の社会的要請も認識し、自主性・創意性を失わないような形で幅広い検討を

行うことが重要である。 
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５ 施工計画書作成要領 
 ５－１ 表  紙  

   ・ 施工計画書の用紙規格はＡ－４縦、横書を原則とする。 
   
  【作 成 例】 

  

 ○ ○ ○ 工 事 

 施 工 計 画 書 

 

 

 

 平成○○年○○月 

 
 

 ○ ○ 建 設（株） 

 

 

 
 ５－２ 目  次  

   ・長崎県建設工事共通仕様書（佐世保市読替版）第１編１－１－６に規定されている記載事項の
ほか、工事の内容に応じて、項目の追加、細分化をしてよい。 
容に応じて 項目 追加 細分化をしてよ  

  【作 成 例】 
  目    次 

 
  1 工 事 概 要………………………… 1 
  2 計画工程表………………………… 3 
  3 現場組織表及び施工体系図……… 7 
  4 安 全 管 理………………………… 9 
  5 指 定 機 械…………………………12 
  6 主 要 資 材…………………………13 
  7 施 工 方 法…………………………14 
   7－1 土  工 ……………………14 
    7－2  排 水 工 ……………………17 
               …  
               …  
               …  
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５－３ 工 事 概 要  

  ・工事の概要及び内容を記載する。工事内容は工事数量総括表の工種・種別・数量等を記入 
     する。工種が１式表示及び主体工種以外については、工種のみの記載でもよい。 

 

 
 【作 成 例】           

                                  工  事  概  要 

    工 事 名   ○○地区○○工事
  河川又は路線名    市道○○○線 
  工 事 場 所    ○○町地先～○○町地先 
  請 負 代 金   ○○，○○○，○○○円 
  契 約 年 月 日    平成○年○月○日 

  工 期    自 平成○年○月○日 ～ 至 平成○年○月○日 
  発 注 者    佐世保市○○部                TEL ○○○－○○○－○○○○ 

  受   注   者 
  ○○建設株式会社              TEL ○○○－○○○－○○○○ 

        所在地   ○○県○○市○○－○○○ 

  ○○作業所                    TEL ○○○－○○○－○○○○ 

     所在地   ○○県○○市○○－○○○ 

  

工  事  内  容 

  工事区分  工 種  種  別 細  別 単位 数 量  摘  要
   道路改良  土 工     式       1  
  基礎工  既 製 杭 工    鋼管杭打設   本      23  
  擁壁工  １号擁壁工    ｍ      40  
   ２号擁壁工    ｍ      25  
   ブロック積    ㎡    700  

  路盤工  下層路盤工    ㎡     700  

   上層路盤工    ㎡     700  
  舗装工  表 層 工    ㎡     700  

  仮設工     式       1  

 
５－４ 計画工程表  

  ・計画工程表はネットワーク・バーチャート等で作成し、各種別又は、細別毎の作業開始・終 
   了がわかるように記載する。 
  ・工程表は、それぞれの作成方法・特性を十分理解し、該当工事に適した様子で作成する。 
  ・作成にあたっては、気象・地質・地下水等により施工に大きな影響が予想される事項につい 
   ては、過去のデータ等を充分調査し、計画に反映させる。 
  ・作業日数決定根拠は、計画工程表に表示するか、資料として整理し、工程打合せ時等に提示 
   出来るように整理しておく。 
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  ５－５ 現場組織表及び施工体系図  

   ・工事に従事する構成員による現場組織表を作成する。 
  ・現場代理人については、夜間、休日等の緊急連絡先を記入する。 
   ・施工管理については、それぞれの担当区分及び担当者氏名等を記入する。なお、担当者は

元請負者を原則とする。 
  ・監理技術者、専門技術者を置く場合は、その氏名等を記入する。 
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  【作成例】                  現  場  組  織  表 

 
 

 施 工 管 理現場代理人 
○ ○ ○ ○ 

  監理技術者 
○ ○ ○ ○   氏  名  ＴＥＬ 

 工 程 管 理  ○ ○ ○ ○  ○○○－○○○－○○○○現場事務所 
TEL○○○－○○○－○○○○

 品 質 管 理  ○ ○ ○ ○  ○○○－○○○－○○○○

 出来形管理  ○ ○ ○ ○  ○○○－○○○－○○○○

 

夜間、休日緊急連絡先 
TEL○○○－○○○－○○○○
（○○○○宅） 

 

 写 真 管 理  ○ ○ ○ ○  ○○○－○○○－○○○○
 

 副産物管理  ○ ○ ○ ○  ○○○－○○○－○○○○
 
 機 械 管 理  

 
 機械、器具管理  ○ ○ ○ ○  ○○○－○○○－○○○○
 重 機 管 理  ○ ○ ○ ○  ○○○－○○○－○○○○ 

 
 安 全 管 理  
 

 労務安全管理  ○ ○ ○ ○  ○○○－○○○－○○○○
 交通安全管理  ○ ○ ○ ○  ○○○－○○○－○○○○
 安全巡視員  ○ ○ ○ ○  ○○○－○○○－○○○○

 

 火薬類管理  ○ ○ ○ ○  ○○○－○○○－○○○○
 
 事務・労務管理  
  

 現場事務管理  ○ ○ ○ ○  ○○○－○○○－○○○○ 
 労 務 管 理  ○ ○ ○ ○  ○○○－○○○－○○○○

 
 

 

  【作成例】 施 工 体 系 図 （Ｐ１０） 
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   ５－６ 安全管理 

 (1) 建設工事における安全計画を立案するための基本となる法律及び土木工事共通仕様書等で示 

   されている指針は下記のとおりである。 

   ① 労働安全衛生法 

   ② 土木工事安全施工技術指針 

   ③ 建設機械施工安全技術指針 

   ④ 港湾工事安全施工指針 

   ⑤ 建設工事公衆災害防止対策要綱（土木工事編） 

   ⑥ 建設産業における総合的な安全確保に関する指針 

 (2) 安全管理計画を立案するための検討項目は下記のとおりである。ただし下記項目は標準的な 

   ものであり、その他必要項目は法令・指針等を活用し詳細な計画を行う。 

   ① 安全衛生管理体制 

       安全な工事を進めるための、責任者・管理者・作業主任者等を選任し、労働者の安全と健 

     康を確保するための責任体制を明確にする。 

   ② 労働者の危険又は健康障害を防止するための対策 

     (ｲ) 機械・器具・爆発物による危険防止 

     (ﾛ) 掘削、伐木作業等から生ずる危険防止 

     (ﾊ) 通路・床面・階段等の保全 

     (ﾆ) 労働者の作業行動から生ずる災害を防止するための対策 

     (ﾎ) 労働災害発生の急迫した危険があるときの処置 

   ③ 労働者の就業にあたっての対策 

     (ｲ) 安全衛生教育の方法 

     (ﾛ) 就業制限に関する処置 

     (ﾊ) 中高年令者等についての処置 

   ④ 第三者施設に対する安全対策 

       家屋・道路・河川・鉄道・ガス・水道・電気・電話・地下構造物等に近接して工事を行う 

     場合の処置 

   ⑤ 爆発及び火災防止対策 

     (ｲ) 爆発物等の危険物を備蓄し、使用する場合の処置 

     (ﾛ) 野焼きを行う場合の処置 

     (ﾊ) 火薬類を使用し工事を施工する場合の処置 

     (ﾆ) 使用人等の喫煙・火気使用の処置 

     (ﾎ) ガソリン・塗料等の可燃物を使用する場合の処置 

     (ﾍ) 火薬庫等を現地に設置する場合の処置 

   ⑥ 工事車両・重機類の事故防止対策 

   ⑦ 足場・型枠支保工等仮設の安全対策 

   ⑧ 大雨・強風等の異常気象時の防災対策 

   ⑨ 工事現場が隣接し又は同一場所において別途工事がある場合の対策 
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⑩ 工事安全訓練の実施方法・頻度等 

   ⑪ 工事安全巡視の実施方法 

 (3) 建設産業における総合的な安全確保（抜粋） 

   ① 基本的視点 

       工事の安全対策は、前頁検討項目のように安全設備・法的規制・技術指針の整備等の規制 

     中心としたものである。これに対し「建設産業における総合的な安全確保に関する指針」で 

     は、規制を中心とした基本的な安全対策は堅持しつつも、本来の安全対策の基本である自立 

     的な対策を進めるような方向が求められているとしている。その対策の配慮する項目は、次 

     のとおりである。 

     (ｲ) 管理型対策から自立型対策への移行 

         管理の強化は、管理される側の依頼心を上昇されることとになるため、関係者一人ひと 

       りが決められたことを義務的に行うことから、自ら進んで安全対策に取り組めるような検 

       討をおこなう。 

     (ﾛ) 規制型対策から自立型対策への移行 

         法的規制や罰則に重点が置かれ、形式に流れる傾向がみられた対策から、工事の従事者 

       が安全対策を自らの問題として捉え、実行ある行動をとることを促すような誘導的な施策 

       の検討をおこなう。 

     (ﾊ) 書類重視型対策から現場重視型対策への移行 

         規制・管理型のように、書類の増大をもたらしていた対策から、工事の安全確保の基本 

       である現場作業の把握・巡視等を中心とした管理へ重点を移すような施策の検討をおこな 

       う。 

     (ﾆ) 対処型対策から本質型対策への移行 

         再発防止の対策から、事故の本質を見極めた施策を検討する。 

   ② 行動計画の策定 

       前頁の法律・指針・要綱等から検討した対策を、無理のない計画で、かつ誰が何をするの 

     か具体的でわかりやすい計画とし実施期間を設定するなど実行性のあるものとする。又、ま 

     ずは少しの努力や工夫で、大きな成果が期待できるものから実行し、明確な目標や実施期間 

     を設定するなど効率性のあるものとする。 

   ③ 行動計画の実行 

     (ｲ) 実  行 

         行動計画の周知・普及の方法を検討し、関係者がそれぞれの役割・責任を全うできるよ 

       うな環境を整備する。 

     (ﾛ) 評  価 

         実行することだけで終わるのではなく、見直しを行い、発展させていく指標とするため 

       定期的に実施状況を把握し、評価を行う。 

     (ﾊ) 発  展 

         効果を得られたもの・効果の得にくかったもの・実施が困難であったものなどの見直し 

       をし、充実した取り組みに発展させる。 
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＊ 安全衛生管理計画作成の留意点 

① 組織図は一般的な組織を示したものである。専任又は複数の管理者選任、及び救護技術管 

理者等の選任については、労働安全衛生法、労働安全衛生規則等関係法令を参照すること。 

② 組織表には、統括安全衛生責任者、元方安全衛生管理者、安全衛生責任者、安全巡視体制 

及び保安要員等明記する。 

③ 作業主任者一覧表を別途記載する。（施工計画書（1-1-32-4）） 
                           
 
（参 考） 

安全委員会及び衛生委員会を設置し、安全委員会及び衛生委員会の行わなければならない事項は下記

のとおりである。 

① 安全委員会 

(ｲ) 労働者の危険防止対策 

(ﾛ) 安全に係る労働災害の原因、再発防止対策 

(ﾊ) 上記の他、労働者の危険防止に関する重要事項 

② 衛生委員会 

(ｲ) 労働者の健康障害防止 

(ﾛ) 健康の保持増進を図るための基本対策 

(ﾊ) 労働災害の原因、再発防止対策で、衛生に係るもの 

(ﾆ) 上記の他、労働者の健康障害の防止及び健康保持増進に関する重要事項 
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【安全管理の作成例】 

１ 安全衛生教育 

当現場に労働者を新規雇い入れた場合又は作業内容を変更した場合は、次の項目に対し、労務 

安全管理により教育を行う。教育終了後、作業に従事した者について、安全な行動が定着するまで、

巡視等で重点チャックし、危険な行動が見られた場合はその場で指摘するとともに、安全訓練等で

その評価を発表する。 

① バイブレーター・タンパーの取扱方法 

② ヘルメットの使用方法 

③ 安全対の装着及び使用方法 

④ 作業手順 

⑤ 現場の整理整頓の励行 

⑥ 現場組織の説明・緊急時連絡方法 

⑦ 安全作業に対する意識の定着 

２ 安全管理活動 
 

  実施項目  場 所   参加予定者       内        容  頻 度

 朝 礼  現 場  現場作業従事者  当日の作業の手順及び体操  毎 日

 Ｋ Ｙ 活 動  現 場  現場作業従事者  当日の危険予知及び安全作業に関する事項  毎 日

 安 全 会 議  現 場  現場作業従事者  日々の安全活動に対する反省・評価  各 週

 安 全 訓 練  現 場       別 紙 予 定 表 参 照  （Ｐ○○参照） 

 

 安 全 巡 視  現 場  ○ ○ 巡 視 員  現場内及び周辺の監視･連絡による安全確保  毎 日
 
   ＊工事着手後、作業員全員の参加により、月当たり半日以上の時間を割り当て、定期的に安全  

  に関する研修、訓練等を実施する（建設工事共通仕様書より抜粋）   
３ 工事関係者連絡会議の設定 

当工事現場は別途３件の工事が発注されており、請負業者間の安全施工を確保するため連絡会 

議を設置する。現在は会議の組織等詳細な運営方法は、決定していないが、決定しだい報告する。 

４ 作業主任者 

① 作業主任者を選任した作業については、それぞれの主任者が当該作業の直接指揮を行う。 

② 選任した作業主任者は、現場入口に氏名・実施する項目等を掲示し、関係者に周知徹底する。 

５ 掘削作業の安全対策 

① 機械の旋回範囲内への立入禁止の徹底 

② 後進する場合は、誘導員の指示を受ける 

③ 荷重及びエンジンをかけたまま運転席を離れない 

④ №４付近の掘削作業では、路肩付近で作業を行わなければならないため、必ず誘導員を配置 

する。 
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６ 地下埋設物への対応 

① №５付近に、ＮＴＴの回線ケーブルが横断しているので、ＮＴＴ職員立会のうえ試掘を大内、 

ケーブルの高さを確認のうえ床掘作業を実施する。又、ケーブル周辺は機械掘削を行わず、○

○作業主任者指揮のうえ人力で作業を実施する。 

 

【安全管理組織表の作成例】 
 

 統括安全衛生責任者  ○○ ○○ TEL ○○― ○○○○ 

   ○ ○  ○ ○ 

  
 安全衛生責任者

 ○○ ○○  TEL ○○― ○○○○ 
  労務安全管理者  ○○ ○○  TEL ○○― ○○○○ 
 元方安全衛生管理者

 車両運行管理者  ○○ ○○  TEL ○○― ○○○○ 
   ○ ○  ○ ○ 

 

 重機安全管理者  ○○ ○○  TEL ○○― ○○○○ 
 

 安 全 巡 視 員  ○○ ○○  TEL ○○― ○○○○ 
 
 

【作業主任者一覧表作成例】 
 

   資  格  名    氏  名  会 社 名  取得年月日   交付番号 

  一級土木施工管理技士  ○○ ○○  ○○建設   

  ガス溶接     

  型枠支保工作業主任者     

  玉掛作業主任者     

  アーク溶接     

 

  移動式クレーン     
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安全訓練の予定計画表【作成例】 
 

月  日 時間 場 所 内  容 詳     細 講 師 備 考

○月○日 13:00 
～  

17:00 

現場事務所 
 
 
 
 
 
 
現場周辺 

① 本工事内容等

 の周知徹底並び

 に予想される事

 故防止対策 
 
 
 
② 災害防止対策

 予行演習 

① 作業内容→土留工 
       （鋼矢板打設） 
    鋼矢板打設作業の予想され 
 る危険及び事故防止対策を参 
 加者全員で検討し、安全作業 
 に対する意識を高める。 
 
② 「雨で法面が崩壊した状況 
 を想定」 
 ｏ巡視経路の確認（実際の場 
  合の車両・徒歩巡視の把握） 
 ｏ連絡方法の確認（無線機・ 
  携帯電話の感度） 
 ｏ立入禁止処置の実施方法の 
  確認 
 ｏ問題点の整理・防災実施方 
  法の確認 

○○ ○○  

○月○日 13:00 

～  
17:00 

現場事務所 ① 前月の反省と
 評価 
 
 
 
 
② 工事進捗状況

 の説明 
 
 
 
 
③ ビデオ上映 

① 労務安全管理者の前月の作 
 業行動に対する評価 
 ｏ評価に対する作業者の感想 
 ｏ今月の安全作業の目標を参 
  加者全員で検討し決定する｡ 
 
② 主任技術者から進捗状況の 
 説明及び今後の進捗予定の説 
 明 
 ｏ今後の作業から予想される 
  危険と対策の検討 
 
③ 危険予知活動紹介 

○○ ○○  

○月○日 13:00 

～  
17:00 

現場事務所 ① 前月の反省と
 評価 
 
 
 
 
② 参加者から現

 場に対する要望

① 車両運行管理者の前月の作 
 業行動に対する評価 
 ｏ評価に対する作業者の感想 
 ｏ今月の安全作業の目標を参 
  加者全員で検討し決定する｡ 
 
② 作業者からの要望を聞いて、 
 できるものから実施するよう 
 調製を行う。 
 ｏ一人ひとりの声から、見逃 
  している危険を洗いだし、 
  今後の対策の参考とする。 

○○ ○○  
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 ５－７ 指定機械 
 

・長崎県建設工事共通仕様書（佐世保市読替版）第１編共通編１－１－３２－１３「工事中の安全管理」

により、設計図書で指定されているもの、又は監督職員から承諾を受けたものについて作成する。

 
 

【作成例】 
 

 機 械 名  規   格  台数  使 用 工 種  摘  要

 オールケーシング掘削機  クローラ式 1200㎜     １  基礎杭打設  

 クローラクレーン  機械ロープ式 45ｔ吊     １  仮設矢板打設  

 油圧式バイブロハンマー  220ＰＳ     １       〃  

 バイブロ用ウォータージェット  電動式 90     １       〃  

 
 

 ５－８ 主要資材 
 

・工事に使用する指定材料及び主要資材、又は材料試験方法等について作成する。 

 
 

【作成例】 主要資材（Ｐ１２） 
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K
=
2
4

リ
ー
ト
（
株
）

□
□
町

再
生
密
粒
度

（
株
）
○
○
商
△
△
市

　

ア
ス
コ
ン

店
□
□
町

塗
装
品

（
株
）
○
○
商
△
△
市

G
R
-
C
-
4
E

店
□
□
町

　

S
D
2
9
5
A

（
株
）
○
○
商
△
△
市

　

 o
r 
B

店
△
△
町

大
型
積
み

1
0
0
×
9
9
8

△
×
コ
ン
ク

△
×
市

ブ
ロ
ッ
ク

×
1
0
0
0

リ
ー
ト
（
株
）

△
×
町

　

ｍ 枚

 １
.主
要
資
材
と
は
セ
メ
ン
ト
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
生
コ
ン
・
２
次
製
品
)、
鋼
材
（
形
鋼
・
棒
鋼
等
）
、
木
材
、
骨
材
（
砂
･砂
利
・
砕
石
類
）
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
そ
の
他
監
督
員
が
指
示
す
る
資
材
と
し
ま
す
。
　

　
※
　
主
要
資
材
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
佐
世
保
市
内
の
製
品
又
は
市
内
の
取
扱
い
業
者
か
ら
の
購
入
等
を
強
制
す
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ｍ ｔ  個

砕
　
石

ｍ
３

2
0
0

ミ
ル
シ
ー
ト

試
験
成
績
表

試
験
成
績
表

試
験
成
績
表

ｔ

2
1

1
7
6

試
験
成
績
表

試
験
成
績
表

試
験
成
績
表

鉄
　
　
筋

D
4
0
0
　
１
種

1
7
62
1

ヒ
ュ
ー
ム
管

蓋
　
　
版

ｱ
ｽ
ﾌ
ｱ
ﾙ
ﾄ合
材

ガ
ー
ド
レ
ー
ル

1
7
6

2
3
3

2
3
3

1
7
6

2
6

2
6

74 53

　 例
　
市
内
で
製
造
又
は
販
売
さ
れ
て
い
な
い
た
め
。

　

3
.7
9

3
.7
9

2
0
0

8 96
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平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
　
日

（
着
手
前
・
変
更
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
）

会
社
名
　
：
　
○
○
建
設
（
株
）

工
事
名
　
：
　
○
○
○
○
新
築
（
建
築
）
工
事

現
場
代
理
人
：
　
○
○
○
○
印

市
内

市
外

納
 入
 業
 者

所
在
地

摘
要

○
○
生
コ
ン

○
○
市

　
会
社
（
株
）

○
○
町

○
○
生
コ
ン

○
○
市

　
会
社
（
株
）

○
○
町

Ｓ
Ｄ
２
９
５
Ａ

○
△
鋼
材
店

○
○
市

　
Ｄ
１
３

（
株
）

△
△
町

Ｓ
Ｄ
２
９
５
Ａ

○
△
鋼
材
店

○
○
市

　
Ｄ
１
６

（
株
）

□
□
町

Ｓ
Ｄ
３
４
５

○
△
鋼
材
店

○
○
市

　
Ｄ
１
９

（
株
）

□
□
町

Ｓ
Ｄ
３
４
５

○
△
鋼
材
店

△
△
市

　
Ｄ
２
５

（
株
）

□
□
町

Ｓ
Ｓ
４
０
０

○
△
鋼
材
店

△
△
市

（
例
）
市
外
か
ら
の
購
入
が
低
価
格
で
あ
っ
た
た
め

　
Ｈ
－
３
０
０
*
１
５
０
*
９
*
１
２

（
株
）

□
□
町

Ｓ
Ｓ
４
０
０

○
△
鋼
材
店

△
△
市

　
［
-
9
0
*
3
0
0
*
9

（
株
）

△
△
町

Ｓ
Ｓ
４
０
0

○
△
鋼
材
店

△
△
市

［
-
9
0
*
2
5
0
*
9

（
株
）

△
△
町

Ｓ
Ｓ
４
０
０

○
△
鋼
材
店

△
△
市

［
-
8
0
*
2
0
0
*
7
.5

（
株
）

△
△
町

Ｓ
Ｓ
４
０
０

○
△
鋼
材
店

△
△
市

6
m
m

（
株
）

△
△
町

Ｓ
Ｓ
４
０
０

○
△
鋼
材
店

△
△
市

1
6
m
m

（
株
）

△
△
町

Ｓ
Ｓ
４
０
０

○
△
鋼
材
店

△
△
市

2
5
m
m

（
株
）

△
△
町

Ｓ
Ｓ
Ｃ
-
4
0
0
　

○
△
鋼
材
店

△
△
市

2
0
0
*
7
5
*
2
5
*
3
.2

（
株
）

△
△
町

木
材

杉
特
１

△
×
材
木
店

△
×
市

（
例
）
納
入
時
期
の
調
整
が
で
き
な
か
っ
た
た
め

　
1
0
5
*
1
0
5

△
×
町

木
材

杉
特
１

△
×
材
木
店

△
×
市

同
上

　
1
0
5
*
6
0

△
×
町

木
材

杉
特
１

△
×
材
木
店

△
×
市

同
上

　
　

1
2
0
*
1
2
0

△
×
町

２
．
請
負
金
額
３
０
０
万
円
以
上
の
場
合
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

主
 要
 工
 事
 材
 料
 の
 使
 用
 

ｔ ｔ ㎥

異
形
棒
鋼

ｔ ｔ ｔ

2
5
0

１
.主
要
資
材
と
は
セ
メ
ン
ト
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
生
コ
ン
・
２
次
製
品
)、
鋼
材
（
形
鋼
・
棒
鋼
等
）
、
木
材
、
骨
材
（
砂
･砂
利
・
砕
石
類
）
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
そ
の
他
監
督
員
が
指
示
す
る
資
材
と
し
ま
す
。
　
　
　
　

2
1
-
8
-
2
0

コ
ン
ク
リ
ー
ト

ｔｍ
３

2
5
0 8 4

予
定
 数
 量

1
0

1
0 5

異
形
棒
鋼

Ｈ
形
鋼

9

1
0

9

8

異
形
棒
鋼

異
形
棒
鋼

5

1
0

市
内
製
品
又
は
市
内
取
り
扱
い
業
者
か
ら
購
入
 で
 き
 な
 い
 理
 由

2
0
0

製
　
品
　
名

規
格
・
寸
法

購
入
　
先

単 位
参
考
数
量 2
0
0

コ
ン
ク
リ
ー
ト

1
8
-
8
-
4
0

番
号 1

ｍ
３

4 52 3 1
4

　
※
　
主
要
資
材
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
市
内
製
品
又
は
市
内
の
取
り
扱
い
業
者
か
ら
の
購
入
を
強
制
す
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

6 7 8 1
7

3

溝
形
鋼

4

溝
形
鋼

　

ｔ

4

3
　

ｔ
4 34 44 4

ｔ ｔ

鋼
板

9
ｔ

1
3

（
作
成
例
）
　
　
主
要
資
材
(建
築
)

1
1
鋼
板

溝
形
鋼

ｔ
4

1
0

1
2
鋼
板

4 44 44

軽
量
溝
形
鋼

3

1
6

㎥
3

　
3

1
5

㎥
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平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
　
日

（
着
手
前
・
変
更
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
）

：
　
○
○
○
○
○
○
（
機
械
設
備
）
工
事

：
印

市
内

市
外

納
 入
 業
 者

所
　
在
　
地

摘
要

衛
生
器
具

○
○
○

○
○
市

　
会
社
（
株
）

○
○
町

水
栓
金
物

○
○
○

○
○
市

　
会
社
（
株
）

○
○
町

ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

汎
用

○
○
○

○
○
市

　
会
社
（
株
）

△
△
町

ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

海
水
用
､高
揚
程

○
○
○

○
○
市

会
社
（
株
）

□
□
町

給
湯
器

○
○
○

○
○
市

（
例
）
調
整
を
含
め
市
外
業
者
に
発
注

会
社
（
株
）

□
□
町

消
火
機
器

○
○
○

△
△
市

会
社
（
株
）

□
□
町

厨
房
機
器

○
○
○

△
△
市

会
社
（
株
）

□
□
町

浄
化
槽

Ｆ
Ｒ
Ｐ

○
○
○

△
△
市

会
社
（
株
）

△
△
町

排
水
金
物

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

○
○
○

△
△
市

（
例
）
市
外
代
理
店
と
の
取
引
が
主
で
あ
る
た
め

　
塩
化
ビ
ニ
ル
製

会
社
（
株
）

△
△
町

排
水
桝
類

○
○
○

△
△
市

　
会
社
（
株
）

△
△
町

空
調
機
器

○
○
○

△
△
市

　
会
社
（
株
）

△
△
町

換
気
扇

充
水
槽

○
○
○

△
△
市

　
会
社
（
株
）

△
△
町

ﾀ
ﾝ
ｸ
類

鋼
管
類

○
○
○

△
△
市

会
社
（
株
）

△
△
町

配
管
類

塩
ビ
管
類

○
○
○

△
△
市

　
会
社
（
株
）

△
△
町

配
管
類

銅
管
類

○
○
○

△
×
市

会
社
（
株
）

△
×
町

配
管
類

仕
切
弁
,逆
止
弁

○
○
○

△
×
市

会
社
（
株
）

△
×
町

配
管
付
属
品

○
○
○

△
×
市

　
会
社
（
株
）

△
×
町

1
5

式
1

1

1
6

式
1

1

１
.主
要
機
材
と
は
、
監
督
員
が
指
示
す
る
機
材
（
機
器
・
材
料
）
と
し
ま
す
。

　
※
　
主
要
機
材
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
市
内
製
品
又
は
市
内
の
取
り
扱
い
業
者
か
ら
の
購
入
等
を
強
制
す
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

1

1
7

式
1

1

1
3

1
4

式
1

式
1

11 1
1
2

式
1

1
1

式
1

1

9 1
0

式
1

式
1

1

1

1
8

式
1

7
式

1

1

5 6
式

1

式
1

1

1

1
4

式
1

3
式

1

1

2
式

1
1

1
式

（
作
成
例
）
　
　
主
要
機
材
一
覧
表
（
機
械
設
備
）
 

主
 要
 工
 事
 材
 料
 の
 使
 用
 

番
号

製
　
品
　
名

規
格
・
寸
法

単 位
参
考
数
量

予
定
数
量

購
　
入
　
先

市
内
製
品
又
は
市
内
取
り
扱
い
業
者
か
ら
購
入
 で
 き
 な
 い
 理
 由

（
例
）
市
外
か
ら
の
購
入
が
低
価
格
で
あ
っ
た
た
め

（
例
）
市
内
代
理
店
が
な
い
た
め

工
事
名
：

会
　
社
　
名

現
場
代
理
人
　

（
例
）
市
内
で
の
調
達
が
難
し
く
、
市
外
か
ら
の
購
入
が

低
価
格
で
あ
っ
た
た
め

1

20



平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
　
日

（
着
手
時
・
変
更
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
）

：
　
○
○
○
○
○
○
（
電
気
設
備
）
工
事

：
印

市
内

市
外

納
 入
 業
 者

所
　
在
　
地

摘
要

電
線
・
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
等
電
力
用

○
○
○

○
○
市

　
通
信
用

会
社
（
株
）

○
○
町

電
線
管
類

付
属
品
と
も

○
○
○

○
○
市

　
会
社
（
株
）

○
○
町

照
明
器
具

○
○
○

○
○
市

　
会
社
（
株
）

△
△
町

照
明
器
具

○
○
○
○

○
○
○

○
○
市

会
社
（
株
）

□
□
町

配
線
器
具
類

○
○
○

○
○
市

　
会
社
（
株
）

□
□
町

製
作
盤

受
変
電
用
高
圧
盤

○
○
○

△
△
市

会
社
（
株
）

□
□
町

製
作
盤

電
灯
・
動
力
盤

○
○
○

△
△
市

端
子
盤
類

会
社
（
株
）

□
□
町

発
電
機
設
備

不
要
な
工
事
項
目
は
削
除

○
○
○

△
△
市

会
社
（
株
）

△
△
町

昇
降
機
設
備

　
　
　
　
　
　
〃

○
○
○

△
△
市

　
会
社
（
株
）

△
△
町

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾎ
ﾝ
設
備
　
　
　
　
　
　
〃

○
○
○

△
△
市

　
会
社
（
株
）

△
△
町

拡
声
設
備

　
　
　
　
　
　
〃

○
○
○

△
△
市

　
会
社
（
株
）

△
△
町

音
響
設
備

　
　
　
　
　
　
〃

○
○
○

△
△
市

　
会
社
（
株
）

△
△
町

テ
レ
ビ
共
聴
設
備
　
　
　
　
　
　
〃

○
○
○

△
△
市

会
社
（
株
）

△
△
町

火
災
報
知
設
備
　
　
　
　
　
　
〃

○
○
○

△
△
市

　
会
社
（
株
）

△
△
町

構
内
交
換
設
備
　
　
　
　
　
　
〃

○
○
○

△
×
市

会
社
（
株
）

△
×
町

構
内
配
線
路

機
材

○
○
○

△
×
市

会
社
（
株
）

△
×
町

○
○
○

不
要
な
工
事
項
目
は
削
除

○
○
○

△
×
市

会
社
（
株
）

△
×
町

（
例
）
市
内
で
の
調
達
が
難
し
く
、
市
外
か
ら
の
購
入
が

低
価
格
で
あ
っ
た
た
め

（
例
）
市
外
か
ら
の
購
入
が
低
価
格
で
あ
っ
た
た
め

（
例
）
市
内
代
理
店
が
な
い
た
め

（
例
）
調
整
を
含
め
市
外
業
者
に
発
注

工
事
名
：

会
　
社
　
名

現
場
代
理
人
　

1

（
作
成
例
）
　
　
主
要
機
材
一
覧
表
（
電
気
設
備
）
 

主
 要
 工
 事
 材
 料
 の
 使
 用
 

番
号

製
　
品
　
名

規
格
・
寸
法

単 位
参
考
数
量

予
定
数
 量

購
　
入
　
先

市
内
製
品
又
は
市
内
取
り
扱
い
業
者
か
ら
購
入
 で
 き
 な
 い
 理
 由

1

2
式

1
1

1
式

4
式

1

3
式

1
1

1 1

1
5 6

式
1

式
1

8
式

1

7
式

1
1

1

11
9 1
0

式
1

式
1

1 1
1
2

式
1

1
1

式
1

1
3

1
4

式
1

式
1

1

1
1

1

１
.主
要
機
材
と
は
、
監
督
員
が
指
示
す
る
機
材
（
機
器
・
材
料
）
と
し
ま
す
。

　
※
　
主
要
機
材
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
市
内
製
品
又
は
市
内
の
取
り
扱
い
業
者
か
ら
の
購
入
等
を
強
制
す
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

1

1
7

式
1

（
例
）
市
外
か
ら
の
購
入
が
低
価
格
で
あ
っ
た
た
め

1
5

式
1

1

1
6

式
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５－９ 施工方法 
 

 (1) 工種(注1) 毎の作業フロー図を記載し、各作業段階における①～⑤の該当項目について記述す 

  る。 

  ① 工事箇所の作業環境（周辺の土地利用状況、自然環境、近接状況、埋設物、障害物等）に 

   ついて調査した結果 

  ② 主要な工種の施工時期と降雨・出水・渇水・台風時期等の関連 

  ③ 上記①・②から判断される施工実施上の留意事項及び施工方法の要点・制約条件（施工時 

   期、作業時間、交通規制、自然保護等）・基準点・地下埋設物・地下障害物の防護方法 

  ④ 制約条件及び埋設物・障害物防護の円滑な処理を行うための関係機関との協議・調整事項 

  ⑤ 使用予定機械 

 ★（注１）→記載対象工種は下記の①～⑥を標準とする。 

  ① 主要な工種 

  ② 設計図書で指定された工法 

  ③ 土木工事共通仕様書に記載されていない特殊工法 

  ④ 施工条件明示項目で、その対応が必要とされている事項 

  ⑤ 特殊な立地条件での施工や、関係機関及び第三者対応が必要とされる施工等 

  ⑥ その他 

 

 

 (2) 仮設備計画は①～⑤の項目について、仮設平面図・構造図等を用いて、具体的に記載する。 

  ① 仮設備の構造・配置計画・安全を確認するための応力計算 

  ② 仮設建物・材料・機械等の仮置場 

  ③ プラント等の機械設備 

  ④ 運搬路・仮排水・仮設電力 

  ⑤ 工事標識・保安施設・防護施設 
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【施工方法の作成例】 

１ 函渠工作業フロー 

基本事項→施工場所は既設水路であり、田植え時に用排水が流入し作業にならない。このため、 

函渠は、○月までに完成しなければならず、○月には着工し、計画工程に添って作業

を実施する。 

作業にあたっては、油脂類の流出により下流域の○○取水場に影響が無いよう十分注

意する。 
 

 ① 丁張の設置                          ② 作業では、№５付近に、ＮＴＴの回線ケーブル 
                            が埋設されているので、試掘を実施し、確認のうえ

作業を行う。 
 

  
 ② 掘削・床付 
    Ｂ Ｈ 0 . 6 m 3 

  ③ 残 土 運 搬
     Ｄ Ｔ 10ｔ 

 
 

     
 
  ③ 運搬路に一部通学路があるので、作業時間帯の
     確認を行う。 

 ④均コンクリート                          ⑤ 型枠応力計算で使用部材及び方法を確認する。 
     

 ⑤ 型 枠 組 立    ⑥ 足 場 組 立

     
 ⑦ 鉄 筋 組 立    ⑧ 支保工組立
 

 

  ⑥ 組立方法の周知徹底と作業主任者による直接の
    作業指揮 
 
  ⑧ 作業手順の確認 
      組立方法の周知徹底と作業主任者による直接の 
    作業指揮 

 ⑨ コンクリート 
   コンクリート 
   ポンプ車 
 

 ⑩ 脱    型 

   ＊⑤～⑩は          ⑨ コンクリート打設高は○○ｍ／１回とし、頂版 
       繰り返し作業        は側壁打設後、１～２時間経過後打設する。 
 
                         ⑩ コンクリート強度の確認 
                 脱型に必要なコンクリート強度を破壊試験によ 
                          り推定し、強度を確認後脱型する。 

 

 ⑪ 埋 戻 し 
     Ｂ Ｈ 0 . 6 m 3 
   振動ﾛｰﾗ･ﾀﾝﾊﾟ 
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５－10 施工管理計画 

 １ 工程管理計画 

 ・計画工程に対する、実施管理方法を記載する。 

 

 【作 成 例】 

 ① 管理手法 → ネットワークにより管理する。 

 ② 日常管理 → 各種別又は細別毎の実施作業量を把握し、計画作業量を維持するため労務・機械等

の配置検討する。 

 ③ 週間・月間管理 → 毎週月曜日・毎月３日に工事進捗率の確認を行う。 

 ④ 進度管理 → 工事開始より２ヶ月間は２週間に１回工程曲線を用いて管理を行い、計画に対し

○％の差が生じた場合は、フォローアップを実施する。又それ以降は、１ヵ月１回、同様の管理を

実施する。 

 

 ２ 品質管理計画 
 ・ 長崎県建設工事施工管理基準（佐世保市読替版）の品質管理基準を参照して品質管理計画表を作成

する。なお、自社管理基準を別途設ける場合は監督員と協議の上明記すること。 
 
 【作 成 例】 
 
工

種 種   別 試 験 項 目 施 工

（m3）
試 験 頻 度 試験

回数
管理方法 規格値

 
盛 土 材 料 

 
 土 の 締 固 め 試 験

 
5000

 当初及び 
土質の変化時

 
１回

 
試験成績表 

規格値を記

入 
 路 
 体 
 盛 
 土 

 
 施     工 

 
 現 場 密 度 の 測 定

 
 5000 

 
 1000m3／回 

 
 ５回

 試験成績表・ 
 成果一覧表 

規格値を記

入 

 
 土 の 締 固 め 試 験

 
  700 

 当初及び 
土質の変化時

 
 １回

 
 試験成績表 

規格値を記

入 
 
 
 盛 土 材 料  Ｃ Ｂ Ｒ 試 験 700    〃 １回   〃 規格値を記

 
 現 場 密 度 の 測 定

 
  700 

 500m3／回但し 
500m3未満３回

 
 ３回

 試験成績表・ 
（注１） 

規格値を記

入 

路 
床 
盛 
土 

 
 施     工 

 プルーフローリング 700 全幅、全区間 １回 規格値を記

 
 路 盤 材 料 
 ( ｸ ﾗ ｯ ｼ ｬ ﾗ ﾝ ) 

 修 正 Ｃ Ｂ Ｒ 試 験
 ふ る い 分 け 試 験
 

 
 
  400 

 
 施工前及び材料 
 変更時 

 
 
 １回

 
 試験成績表 

規格値を記

入 

 
 現 場 密 度 の 測 定

 
 2680 

 
 1000m3／回 

 
 ３回

 試験成績表・ 規格値を記
入 

下 
層 
路 
盤 
工 

 
 施     工 

 プルーフローリング 2680 全幅、全区間 １回 規格値を記

 圧 縮 強 度 試 験

 ス ラ ン プ 試 験

 空 気 量 測 定

 
 
  500 

 打設日１日につ
き２回 

 
 
 ３回

 
 試験成績表・ 
 成果一覧表 

規格値を記

入 函 

 
渠 
 
工 

 
 
 コンクリート 
 
 ２１－８－２０ 

 
 
 塩 化 物 総 量 規 制

 
  500 

 打設が午前、午後に
 またがる場合は１日
 につき２回以上（午
 前・午後）打設前 

 
 
 ３回

 
 
 試験成績表 

規格値を記

入 

 
 （注１）試験基準では、「500m3につき１回の割合で行う。但し、500m3未満の工事は１工事当たり３回以上」

    とあり、最低３回の測定を必要としていることから1500m3未満の工事では測定回数を３回以上とする。 
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 ３ 出来形管理 

 ・長崎県建設工事施工管理基準（佐世保市読替版）の出来形管理基準を参照し、計画表を作成する。

なお、自社管理基準を別途設ける場合は監督員と協議の上明記すること。 
 
 【作 成 例】  

  種 
 
  別 

 
  細  別 管理項目 管  理  方

法 
測定基準 
・ 箇 所 

 
規格値（mm） 

 
 路体盛土工 

基 準 高 ・ 
法 長 ・ 幅 

出来形管理図・出

来形展開図 
基準高：±50 
ℓ ＜5：－200、ℓ ≧5:
法長の－4％ 

 
  土 
 
 
 
  工 

 
 法面整形工 厚    さ 出来形管理図表

 20ｍに１ヶ所 
 
 №20 №21 
 
 №22 №23 
 
 合計４ヶ所 

－30 

 
 砕石基礎工 

幅 ・ 厚 さ 
延    長 

出来形管理図表
W=設計値以上 
t=－30 
ℓ ＝－200 

幅・高さ・ 
基  準  高 

出来形管理図表
W=－30 
t=－30 
H＝±30 

 
 
 コンクリート 
 
 基    礎 延    長 出来形展開図 ℓ ＝－200 

 胴込・裏込 
 コンクリート 
裏 込 砕 石

厚    さ 出来形管理図表 t＝－50 

 
 
 
  コ 
  ン 
  ク 
  リ 
  ー  
  ト 
  ブ 
  ロ 
  ッ 
  ク 
  積 

 コンクリート 
 
 ブロック積 

基 準 高 ・ 
法長・延長 

出来形展開図・出

来形管理図表 

 
 
 
 
 
 20ｍに１ヶ所 
 
 №10 №11 
 
 №12 №13 
 
 №14 
 
 合計５ヶ所 

H＝±20 
ℓ ＜3:－50  ℓ ≧3 :
－100 
ℓ ＝－100 

 
 砕石基礎工 幅 ・ 厚 さ 

延    長 
出来形管理図 

W=設計値以上 
t=－30 
ℓ ＝－200 

 均    し 
 
 コンクリート 

幅 ・ 厚 さ 
延    長 

出来形管理図 
W=設計値以上 
t=－30 
ℓ ＝－200 

  カ 
 
  ル 
 
  バ 
 
  ー  
 
  ト 
 
  工 

 躯    体 
 
 コンクリート 

基準高・厚さ 
幅 ・ 高 さ 
延 長

出来形管理図 

 
 
 
 両端・施工継 
 
 手及び図面の 
 
 寸法表示個所 H＝±30、 t=－20

ｈ=±30、  W=－30
ℓ ＜20:－50  ℓ ≧20:
－100 

W=設計値以上 
t=－30 
ℓ ＝－200 

 
 砕石基礎工 幅 ・ 厚 さ 

延    長 
出来形管理図表

 
基 準 高 

出来形管理図表 H＝±20 

 
  管 
 
  渠 
 
  型 
 
  側 
 
  溝 

 
 
 
 側 溝 本 体 

 
延    長 

出来形展開図・出

来形管理図表 

 
 20ｍに１ヶ所 
 
 №10 №11 
 
 №12 №13 
 
 №14 №15 
 
 合計６ヶ所 

ℓ ＝－200 
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 ４ 写 真 管 理 

 
 ・長崎県建設工事施工管理基準（佐世保市読替版）の写真管理基準を参照して、計画表を作成する。

 

 【作 成 例】 

 総合撮影計画 
 

 番号    撮  影  区  分       撮   影   項   目 

  １   着工前全景写真   起点・終点・正面より撮影 

  ２   工事進捗状況写真           〃          月末に撮影 

  ３   安全管理写真   別紙計画表 

  ４   品質管理写真       〃 

  ５   出来形管理写真       〃 

  ６   使用材料写真   鋼管杭（本数・断面寸法・長さ） 

  ７   仮設物写真   事務所・倉庫・休憩室 

  ８   産業廃棄物処理状況写真   ｺﾝｸﾘ-ﾄ殻、ｱｽﾌｧﾙﾄ殻等 

  ９   災害写真   被災状況及び被災規模等 

  10   完成写真（既成部分写真等を含む）   起点・終点・正面より撮影 
 
 
 
 安全管理写真計画表  

 番号     撮  影  項  目  番号     撮  影  項  目 

  １   各種標識類の設置状況   ５   機械・器具点検状況写真 

  ２   各種保安施設の設置状況   ６   安全パトロール状況写真 

  ３   安全訓練等の実施状況   ７   イメージアップ安全関係写真 

  ４   交通誘導員の交通整理状況 
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  品質管理撮影計画表 
 

 
   工種 

 
   種  別 

 
   試 験 項 目 

 
  撮 影 個 所 

 撮影
 
 回数

 
  撮 影 頻 度 

 
  摘要

 盛 土 材 料  土 の 締 固 め 試 験  ○○試験室  １回  土質毎１回   路  体 
 
 盛  土  施   工  現 場 密 度 の 測 定  №21  １回  土質毎１回  

 土 の 締 固 め 試 験  ○○試験室  １回  土質毎１回   
 盛 土 材 料 

 Ｃ Ｂ Ｒ 試 験      〃  １回  土質毎１回  

 現 場 密 度 の 測 定      〃  １回  土質毎１回  

 
 
 路  床 
 
 盛  土  

 施   工 
 プ ル ー フ ロ ー リ ン グ  全区間試験状況  １回  土質毎１回  

 締 固 め 密 度 の 測 定  №25  １回  路盤毎１回  
下  層 
路 盤 工 

 
 施   工 

 プ ル ー フ ロ ー リ ン グ  全区間試験状況  １回  路盤毎１回  

 圧 縮 強 度 試 験  函渠躯体１週・４週

 ス ラ ン プ 試 験

 空 気 量 測 定

 
 
 
 ｶﾙﾊﾞｰﾄ工 

 
 
 ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ  
 
 2 1 - 8 - 2 0  

 塩 化 物 総 量 規 制

 
 
 函渠躯体打設時 

 
 
 
 １回

 
 
 コンクリート 
 
 の種類毎１回 

 

 
 
 
 
  出来形管理撮影計画表  

  工 種   種 別   撮 影 項 目  撮影個所  撮影時期  撮影回数    撮 影 頻 度  摘要

 巻 出 し 厚 さ    №21  巻出し時  １回  40ｍに１回  

 締 固 め 状 況    №21  施 工 中  １回  転圧機械が変わる毎に１回  

 
 路  体 
 
 盛  土 

 
 敷 均 し 
 
 締 固 め 

 法 長 ・ 幅    №21  施 工 後  １回  20ｍに１回  

 巻 出 し 厚 さ    №23  巻出し時  １回  40ｍに１回  

 締 固 め 状 況    №23  施 工 中  １回  転圧機械が変わる毎に１回  

 
 路  床 
 
 盛  土 

 
 敷 均 し 
 
 締 固 め 

 法 長 ・ 幅    №23  施 工 後  １回  20ｍに１回  

 敷均し厚さ、転圧状況    №21  施 工 中  １回  各層毎100ｍに１回  

 整 正 状 況    №21  整 正 後  １回  各層毎20ｍに１回  

 仕 上 り 厚 さ    №21  整 正 後  １回  各層毎100ｍに１回  

 
 
 下  層 
 
 路 盤 工 

 
 
 敷 均 し 
 
 締 固 め 

 仕 上 り 幅  №21№23  整 正 後  ２回  各層毎20ｍに１回  

 基 礎 砕 石  幅 ・ 厚 さ  №21＋８  施 工 後  １回  20ｍに１回  

 均   し 
 
 ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ  

 
 幅 ・ 厚 さ

 
 №21＋８

 
 施 工 後

 
 １回

 
 20ｍに１回 

 

 鉄筋位置間隔・継手
 
 寸法・かぶり寸法

 
 №21＋８

 
 組 立 後

 
 ３回

 
 打設ロッド毎に１回 

 

 養 生 状 況  №21＋８  養 生 時  １回  養生方法毎に１回  

 
 
 
 
 
 
 ｶﾙﾊﾞｰﾄ工  

 
 躯   体 
 
 ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ  

 幅・高さ・厚さ  №21＋８  型枠解体後  １回  設計図書の寸法表示箇所で
 １回 
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 ５ 段階確認 

 ・長崎県建設工事共通仕様書（佐世保市読替版）第１編共通編１－１－２３の５段階確認を参照し、

 計画表を作成する。 
 

 【作 成 例】 

 段階確認計画表 
 

  種 別    細   別   確 認 時 期   施 工 予 定 時 期        記     事 
 矢 板 工   鋼 矢 板   打 込 み 時   ○月○日～○月○日  
 
 
 既製杭工 

 
  ＰＣパイル 
 
  （中 掘） 

  打 込 み 時   ○月○日～○月○日  
  掘削完了時   ○月○日～○月○日  
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３ 防災対策 

① 梅雨期の気象状況は常に入手し、緊急事態に対応できるようにする。 

② 緊急事態に際して即応できるように、次の救命用具等を常に整備しておくとともに、○○災 

害対策員が定期的にその数量を確認し、不足が生じた場合は、補給を行う。 

(ｲ) 救 命 胴 衣        ○枚 

(ﾛ) 救 命 浮 輪        ○個 

(ﾊ) ロ ー プ      ○○○ｍ 

(ﾆ) 土 の う     ○○○○袋 

(ﾎ) か け や        ○本 

(ﾍ) ス コ ッ プ       ○○本 

(ﾄ) 杭（1.5ｍ）       ○○本 

③ 大雨により緊急事態の発生が予想される場合は、別紙、「緊急時の体制及び対応」に記載し 

ている「防災対策組織表」の災害対策員（２名）が、巡回点検を実施する。 

④ 災害対策責任者は、巡視員の報告を整理し、発注者等との連絡調整を適宜行い、周辺状況の 

把握に務める。 

⑤ 危険個所を発見した場合は、立入禁止等の防護処置を実施する。 

⑥ 緊急事態に際し、巡視員等の危険防止及び円滑な連絡体制を確保するために、５月の安全訓 

練で、予行演習を実施する。 

⑦ 実際に緊急事態が発生した後、災害対策の実施状況を分析・評価し、災害対策の充実した取 

り組みに発展される。 

５－１２ 交 通 管 理 
 

 ｏ長崎県建設工事共通仕様書（佐世保市読替版）第１編１－１－32「工事中の安全管理」並びに１－

１－55「現道工事における交通処理対策」に、交通処理及び対策が示され ており、下記該当項目につ

いて対策を検討する。ただし、下記項目は標準的なものであり、その他必要な項目は省令・指針等を

活用し、詳細な計画を行う 

  ① 工事用運搬路として、一般道路を使用するときの対策及び歩行者等第三者に対する対策 

  ② 工事用資材・機械を輸送する時の輸送経路・期間・方法・輸送担当業者・交通誘導員の配 

   置・標識及び安全施設の設置場所。輸送経路及び配置・設置場所等は、平面図・概略図等で 

   具体的に記載する。 

  ③ 一般道路に係る工事の安全対策 

  ④ 指定された工事用道路の新設・改良・維持管理・補修及び使用方法 

  ⑤ 工事用道路を共有するときの対策 

  ⑥ 一般道路上の材料又は設備等の保管・整理方法 

  ⑦ 過積載防止対策 
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 【作 成 例】 

 １ 土運搬（ダンプトラック10ｔ）に対する安全対策 

  ① 土取場から現場までの運搬経路は別紙図面に添付。（省略） 

  ② 運搬路の一部に○○農免道路を使用するため、住民に工事の概要・安全対策を説明し、十分に

打合せを行う。 

③ 運搬時間は、ＡＭ10:00～ＰＭ4:00までとし、通勤・通学時間帯の運搬作業は行わない。 

④ 制限速度は、運搬路全線20㎞／ｈとし、運転手に速度厳守を徹底する。 

⑤ 一般車両及び歩行者の通行については、安全の確保を最優先とするよう、交通誘導員及び運 

転手に徹底する。 

２ 車両出入口及び交差点の安全対策 

① 土取場出入口及び出入口から1.5㎞先の見通しの悪いカーブ付近に、φ600œのカーブミラー 

を設置する。 

３ 交通誘導員の配置計画 

① 土取場出入口及び現場出入口に交通誘導員１名を配置する。 

② 交通誘導員には、笛、手旗を携帯させ一般車両・歩行者の安全確保に努めさせる。 

４ 運搬路の維持補修 

① 運搬路の未舗装部については、１日２回（ＡＭ10:00～ＰＭ2:00）散水車により散水を行う。 

② 運搬路の補修は、必要に応じ補修材を散布し補修する。又未舗装部は１週間に１回路面の不 

陸整正をモーターレーダー（Ｗ＝2.4ｍ）により行う。 

③ 運搬作業中は、１日２回車両運行管理者による巡視を実施する。 

④ 清掃作業は、土捨場・現場出入口に清掃員を配置し清掃するとともに運搬路に土砂が落下し 

た場合は、速やかに取り除き清掃する。 

⑤ 防塵処理は、散水により実施するが、散水により処理できない個所については、必要に応じ 

塩化カルシュームを散布し実施する。 

５ 車両運行に関する安全対策 

① 現場内の運搬路は、常に走行に支障のないよう補修し、○○車両運行管理者が路面状況の確 

認を行う。 

② 車両への過積載防止を徹底するため、車両運転手及び重機運転手に、安全訓練・安全会議等 

で、その主旨の教育を実施する。又、資材搬入時の過積載のチェックを行うと同時に、納入業

者・下請業者にもその趣旨の周知徹底を図る。 

③ 工事車両の作業実施日は、○○車両運行管理者の責任のもとに、道路交通法の遵守・運転手 

の体調のチェック等朝礼時に確認する。 
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５－１３ 環 境 対 策 
 

   ｏ工事現場の生活環境の保全と、円滑な工事施工を計ることを目的として建設工事に伴う騒音 

   振動対策技術指針・関係法令・仕様書の規定を遵守のうえ、下記の項目について対策を検討 

   する。 

      ① 騒音・振動対策 

   ② 水質汚濁 

   ③ ゴミ・ほこりの対策 

   ④ 事業損失防止対策（家屋調査・地下水観測等） 

   ⑤ その他必要事項 

 

 【作 成 例】 

 １ 現場周辺調査の結果、周辺に井戸を生活用水としている家屋が５件あることが判明し、場内の水

替え作業により井戸枯れを起こす可能性があり、事前調査を実施する。 

① 調査の目的→井戸枯れ発生時に即応し、住民の日常生活を確保する。 

② 調 査 方 法→水替え作業前の水位・水深・水質を測定する。 

③ 追 跡 調 査→水替え作業開始後、毎日午前・午後１回水位を測定する。 

④ 対   応→水位に変動が見られた場合は、監督職員に報告し対応を協議するとともに、水 

道への切り替えがいつでも行えるように体制を整えておく。 

⑤ 調査に当たっては上記事項を住民に説明し、了解を得たのち実施する。 

２ 重機への給油作業及びグリース補給の際に、流失事故を起こさないように指導し徹底させる。 

３ 生コンクリート車の洗浄は、自社（生コン会社）に持ち帰り実施するように指導し徹底させる。 

４ 現場内及び運搬路等の防塵対策として、必要に応じ散水車にて散水を実施し、又散水ができな 

い個所については、塩化カルシュームの散布を行う。この時、過度の散水等により住民の迷惑とな

らないよう、路面の状況を車両運行管理者がパトロールし、常に把握する。 

５ 重機の空ぶかし・バケットのゆさぶり・ダンプトラックの急発進、急停車等による騒音・振動 

は絶対しないよう、指導し徹底させる。 

６ 以上２～５項について、朝礼・安全訓練等で指導を行うとともに、実施状況を把握し、周辺地 

域への影響を最小限とするよう努力する。 
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５－１４ 現場作業環境の整備 
 

  ・現場作業環境の整備に関し、下記項目について対策を検討する。 

  ① 仮設関係 

  ② 安全関係 
   ③ 営繕関係 

  ④ その他必要事項 

 
 【作 成 例】 
 

 項  目   目   的      実  施  内  容        実  施  場  所 

 仮設関係  工事のＰＲ  ① 完成予想図 
 ② フラワーポット 

 現場出入口付近 
    〃 

 安全関係  作業環境の美化  ① デザインフェンスの設置 
 ② 照明施設の設置 

 現場出入口付近 
    〃 

 営繕関係  作業環境の改善  ① 更衣室の設置 
 ② トイレの水洗化 

 現場事務所・休憩所 

 
 

５－１５ 再生資源の利用の促進 
 

 ・再生資源利用の促進に関する法律に基づき、下記事項について計画する。 

  ① 再生資源利用計画書 

  ② 再生資源利用促進計画書 

   ③ 処理委託業者名（建設廃棄物を運搬（委託）・処分を行う場合） 

  ④ マニフェスト使用の徹底 

   ⑤ 社内の管理体制（建設副産物対策の責任者の明確化） 

 
 【作 成 例】 

 別紙「再生資源利用計画書」：Ｐ３５ 参照 

   「再生資源利用促進計画書」：Ｐ３６ 参照 

 

 

５－１６ そ の 他 
 

 ・その他重要な事項について、必要により記載する。 
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発注者 受注者 指示 承諾願
通　知
提　出

その他 承諾
受　理
確　認

その他

発　議
年月日

発議者 発議事項

内　　　容
処　理
年月日

処理内容

工事打合せ簿一覧表

工事番号 受注者名

工事名
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工　事　打　合　せ　簿

（ ）

（ ）

（内　容）

課長補佐
主任(監理)
技術者

現場代理人
主任監督員
（係　長）

監督員
（担　当）

総括監督員
（課　長）

発 議 者

工事番号 受注者名

工 事 名

発　　　議　　　事　　　項発議年月日

 発 注 者

 受 注 者

指示 通知又は提出 その他

承諾願 通知又は提出 その他

上記について、 □ 承 諾 □ 受 理・確 認 しました。

□ その他

平成   年   月   日

上記について、 □ 承 諾 □ 受 理・確 認 しました。

□ その他

平成   年   月   日

発

注

者

受

注

者

処

理

・

回

答

平成 年 月
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場
合
又
は
位
置
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
。

工
事
実
施
の
際
の
配
合
設
計
。

既
製
杭
工
1
0
.

既
製
杭
工
1
0
.

設
置
位
置
に
支
障
が
あ
る
場
合
又
は
位
置
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
。

視
線
誘
導
標
の
設
置
位
置
に
支
障
が
あ
る
場
合
又
は
位
置
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
。

距
離
標
の
設
置
位
置
に
支
障
が
あ
る
場
合
又
は
位
置
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
。

道
路
鋲
の
設
置
位
置
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
。

原
寸
図
の
一
部
又
は
全
部
を
省
略
す
る
場
合
。

法
枠
工
1
4
.

吹
付
工
3
.

防
止
策
工
1
.

路
側
防
護
策
工
3
.

植
生
工
2
.

施
工
に
影
響
を
及
ぼ
す
湧
水
が
発
生
し
た
り
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
。

道
路
付
属
物
工
5
.

道
路
付
属
物
工
6
.

矢
板
工
5
.

矢
板
工
8
.

既
製
杭
工
1
2
.

法
枠
工
4
.

既
製
杭
工
1
5
.

桁
製
作
工
1
.
(
1
)
原
寸
②

桁
製
作
工
1
.
(
2
)
工
作
②

桁
製
作
工
1
.
(
2
)
工
作
⑦

桁
製
作
工
1
.
(
4
)
溶
接
施
工
試
験
①

鋼
管
矢
板
基
礎
工
1
0
.

鋼
管
矢
板
基
礎
工
7
.

鋼
管
矢
板
基
礎
工
7
.

場
所
打
杭
工
6
.

場
所
打
杭
工
2
1
.

深
礎
工
3
.

深
礎
工
1
0
.

場
所
打
杭
工
1
1
.

場
所
打
杭
工
1
3
.

第
4
節

3
-
3
-
4

3
-
3
-
5

3
-
3
-
1
3

3
-
3
-
1
4

3
-
4
-
5

完
成
後
も
残
る
位
置
に
他
タ
ガ
ネ
、
ポ
ン
チ
傷
を
付
け
る
場
合
。

主
要
部
材
の
切
断
を
自
動
ガ
ス
切
断
以
外
の
方
法
で
切
断
す
る
場
合
。

主
要
部
材
の
冷
間
曲
げ
加
工
で
内
側
半
径
が
板
厚
の
1
5
倍
未
満
と
な
る
場
合
。

溶
接
施
工
試
験
を
省
略
す
る
こ
と
が
出
来
る
場
合
。

組
み
合
わ
せ
誤
差
の
精
度
を
基
準
値
以
上
と
す
る
場
合
。

補
修
方
法
が
基
準
に
よ
り
が
た
い
場
合
。

実
仮
組
み
立
て
以
外
の
方
法
に
よ
る
場
合
。

実
仮
組
み
立
て
時
、
各
部
材
が
無
応
力
状
態
と
な
ら
な
い
場
合
。

締
め
付
け
後
も
母
材
と
連
結
板
に
隙
間
が
生
じ
た
場
合
。

3
-
4
-
6

3
-
4
-
9

掘
削
孔
の
全
長
に
わ
た
っ
て
土
留
め
工
を
行
え
な
い
場
合
。

裏
込
注
入
圧
力
が
低
圧
（
0
.
1
N
/
m
m
2
程
度
)
と
な
ら
な
い
場
合
。

設
計
図
書
に
示
さ
れ
た
深
度
に
達
す
る
前
に
打
ち
込
み
不
能
と
な
っ
た
場
合
。

支
持
力
が
設
計
図
書
に
示
さ
れ
た
値
に
達
し
な
い
場
合
。

切
断
し
た
残
杭
を
再
使
用
す
る
場
合
。

引
き
抜
き
後
の
空
隙
に
よ
る
地
盤
沈
下
が
大
き
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
。

浮
石
が
大
き
く
取
り
除
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
。

施
工
に
影
響
を
及
ぼ
す
湧
水
が
発
生
し
た
り
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
。

設
計
図
書
に
示
さ
れ
た
深
度
に
達
す
る
前
に
打
ち
込
み
不
能
と
な
っ
た
場
合
。

設
計
図
書
に
示
さ
れ
た
深
度
に
達
す
る
前
に
打
ち
込
み
不
能
と
な
っ
た
場
合
。

支
持
力
が
設
計
図
書
に
示
さ
れ
た
値
に
達
し
な
い
場
合
。

切
断
し
た
残
杭
を
再
使
用
す
る
場
合
。

杭
の
先
端
処
理
を
セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
噴
出
攪
拌
方
式
に
よ
る
場
合
の
当
該
工
法
技
術
。

設
計
図
書
に
示
さ
れ
た
深
度
に
達
す
る
前
に
掘
削
不
能
と
な
っ
た
場
合
。

鉄
筋
か
ご
の
継
ぎ
手
を
重
ね
継
ぎ
手
以
外
と
す
る
場
合
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
方
法
を
ト
レ
ミ
ー
管
を
用
い
た
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
方
式
以
外
と
す
る
場
合
。

水
質
水
量
に
つ
い
て
周
辺
地
域
へ
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
場
合
。
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承
　
諾

共
3
-
3
6

3
-
5
-
1

協
  
議

共
3
-
3
8

協
  
議

共
3
-
3
9

協
  
議

共
3
-
4
0

協
  
議

共
3
-
4
0

承
　
諾

共
3
-
4
0

3
-
5
-
5

協
  
議

共
3
-
4
1

3
-
6
-
1

協
  
議

共
3
-
4
2

3
-
6
-
2

承
　
諾

共
3
-
4
6

3
-
6
-
4

協
  
議

共
3
-
4
9

承
　
諾

共
3
-
4
9

承
　
諾

共
3
-
4
9

承
　
諾

共
3
-
5
0

承
　
諾

共
3
-
5
0

承
　
諾

共
3
-
5
2

協
  
議

共
3
-
5
3

承
　
諾

共
3
-
5
4

承
　
諾

共
3
-
5
4

協
  
議

共
3
-
5
4

承
　
諾

共
3
-
5
5

承
　
諾

共
3
-
5
5

承
　
諾

共
3
-
5
6

承
　
諾

共
3
-
5
6

承
　
諾

共
3
-
5
8

協
  
議

共
3
-
5
9

協
  
議

共
3
-
5
9

承
　
諾

共
3
-
6
3

承
　
諾

共
3
-
6
3

承
　
諾

共
3
-
6
3

承
　
諾

共
3
-
6
3

承
　
諾

共
3
-
6
4

承
　
諾

共
3
-
6
4

承
　
諾

共
3
-
6
4

承
　
諾

共
3
-
6
4

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
1
3
.
(
1
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
1
3
.
(
3
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
4
.
(
1
6
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
5
.
(
4
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
1
3
.
(
1
6
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
1
2
.
(
5
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
1
3
.
(
4
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
1
3
.
(
5
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
1
3
.
(
8
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
1
3
.
(
9
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
3
.
(
2
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
3
.
(
5
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
3
.
(
8
)

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
1
.
(
2
)

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
3
.
(
2
)

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
3
.
(
5
)

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
材
料
1
1
.
(
1
)

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
5
.
(
3
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
4
.
(
9
)

鋼
管
矢
板
基
礎
工
1
1
.
(
5
)

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
5
.
(
8
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
5
.

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
1
2
.

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
8
.

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
9
.

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
4
.
(
1
6
)

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
4
.
(
9
)

一
般
舗
装
工

3
-
6
-
5

舗
装
工
の
上
層
路
盤
面
又
は
基
層
面
に
異
常
を
発
見
し
た
と
き
。

粒
状
路
盤
の
締
め
固
め
を
最
適
含
水
比
に
よ
り
締
め
固
め
で
き
な
い
場
合
。

路
盤
安
定
処
理
を
行
う
場
合
、
一
軸
圧
縮
試
験
に
よ
る
使
用
セ
メ
ン
ト
量
。

第
5
節

第
6
節

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
5
.
(
4
)

石
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
（
張
）
工

3
-
5
-
3

降
雪
、
強
風
時
に
遮
蔽
し
た
場
所
で
溶
接
を
行
う
場
合
。

3
-
6
-
6

路
盤
安
定
処
理
を
行
う
場
合
、
一
軸
圧
縮
試
験
に
よ
る
使
用
セ
メ
ン
ト
量
。

セ
メ
ン
ト
及
び
石
灰
安
定
処
理
路
盤
材
の
最
大
乾
燥
密
度
。

下
層
路
盤
の
安
定
処
理
で
最
適
含
水
比
付
近
で
締
め
固
め
出
来
な
い
場
合
。

路
盤
を
加
熱
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
安
定
処
理
す
る
場
合
混
合
物
の
排
出
時
の
温
度
。

加
熱
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
安
定
処
理
混
合
物
の
１
層
仕
上
が
り
厚
１
０
ｃ
ｍ
で
施
工
が
困
難
な
場
合
。

路
盤
面
に
異
常
を
発
見
し
た
と
き
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
1
.
(
2
)

石
積
（
張
）
工
3
.

一
般
事
項
5
.

舗
装
準
備
工
2
.

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
3
.
(
8
)

水
抜
き
孔
の
勾
配
を
2
％
程
度
と
出
来
な
い
場
合
。

縦
断
勾
配
が
3
％
以
上
の
場
合
で
段
切
で
き
な
い
場
合
。

裏
込
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工
で
裏
抜
き
型
枠
を
使
用
し
な
い
場
合
。

施
工
目
地
や
水
抜
き
に
つ
い
て
設
計
図
書
と
異
な
る
場
合
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
合
端
に
モ
ル
タ
ル
目
地
を
塗
る
場
合
。

裏
込
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工
で
裏
抜
き
型
枠
を
使
用
し
な
い
場
合
。

路
床
面
ま
た
は
下
層
路
盤
面
に
異
常
を
発
見
し
た
と
き
。

基
層
、
表
層
に
再
生
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
使
用
す
る
場
合
の
再
生
添
加
剤
の
種
類
。

セ
メ
ン
ト
及
び
石
灰
安
定
処
理
路
盤
材
の
最
大
乾
燥
密
度
。

下
層
路
盤
の
安
定
処
理
で
最
適
含
水
比
付
近
で
締
め
固
め
出
来
な
い
場
合
。

加
熱
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の
排
出
時
の
温
度
。

加
熱
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
安
定
処
理
混
合
物
の
１
層
仕
上
が
り
厚
１
０
ｃ
ｍ
で
施
工
が
困
難
な
場
合
。

初
日
の
補
設
状
況
に
よ
り
配
合
を
修
正
す
る
場
合
。

表
層
及
び
基
層
の
基
準
密
度
を
決
定
す
る
場
合
。
但
し
書
き
あ
り
。

路
盤
面
及
び
タ
ッ
ク
コ
ー
ト
施
工
面
に
異
常
を
発
見
し
た
と
き
。

粒
状
路
盤
の
締
め
固
め
を
最
適
含
水
比
に
よ
り
締
め
固
め
で
き
な
い
場
合
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
交
通
開
放
時
期
。

転
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
で
使
用
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
理
論
・
示
方
配
合
の
決
定
。

転
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
条
件
の
決
定
。

試
験
練
り
の
実
施
結
果
に
よ
り
示
方
配
合
を
行
っ
た
も
の
。

粗
骨
材
の
最
大
寸
法
が
設
計
図
書
に
明
示
さ
れ
ず
２
０
ｍ
/
ｍ
以
外
の
骨
材
を
使
用
す
る
場
合
。

転
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
練
り
混
ぜ
量
を
試
験
練
に
よ
り
決
定
す
る
場
合
。

転
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
転
圧
開
始
時
間
が
６
０
分
以
上
と
な
る
場
合
。

転
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
養
生
終
了
後
交
通
開
放
す
る
場
合
。

一
般
事
項
4
.
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3
-
6
-
7

協
  
議

共
3
-
6
6

3
-
7
-
5

パ
イ
ル
ネ
ッ
ト
工
4
.
(
6
)

協
  
議

共
3
-
6
8

協
  
議

共
3
-
7
3

協
  
議

共
3
-
7
3

協
  
議

共
3
-
7
3

協
  
議

共
3
-
7
3

協
  
議

共
3
-
8
0

協
  
議

共
3
-
8
0

協
  
議

共
3
-
8
1

協
  
議

共
3
-
8
1

協
  
議

共
4
-
3

協
  
議

共
4
-
3

協
  
議

共
4
-
3

承
　
諾

共
4
-
3

協
  
議

共
4
-
4

承
　
諾

共
4
-
5

協
  
議

共
4
-
5

協
  
議

共
4
-
5

承
　
諾

共
4
-
5

協
  
議

共
4
-
5

協
  
議

共
4
-
6

承
　
諾

共
4
-
6

協
  
議

共
4
-
6

協
  
議

共
4
-
6

4
-
3
-
5

協
  
議

共
4
-
6

4
-
4
-
4

協
  
議

共
4
-
7

4
-
5
-
2

協
  
議

共
4
-
8

4
-
5
-
3

協
  
議

共
4
-
8

盛
土
補
強
工
7
.

盛
土
補
強
工
1
0
.

盛
土
補
強
工
5
.

盛
土
工
9
.

盛
土
補
強
工
2
.

盛
土
補
強
工
9
.

薄
層
カ
ラ
ー
舗
装
工
2
.

盛
土
工
7
.

盛
土
工
1
0
.

盛
土
工
1
6
.

掘
削
工
5
.

掘
削
工
1
.

防
塵
対
策
工
2
.

軽
量
盛
土
工
3
.

軽
量
盛
土
工
6
.

一
般
事
項
4
.

第
7
節

第
9
節

第
1
0
節

第
1
1
節

第
４
章
土
　
　
　
　
　
工

第
3
節

第
4
節

第
5
節

地
盤
改
良
工

構
造
物
撤
去
工

3
-
9
-
1
4

仮
設
工

3
-
1
0
-
1
7

軽
量
盛
土
工

作
業
ヤ
ー
ド
及
び
施
工
基
盤
面
の
整
備
方
法
に
つ
い
て
設
計
図
書
と
異
な
る
場
合
。

止
む
を
得
ず
指
定
場
所
以
外
に
再
生
骨
材
や
産
業
廃
棄
物
を
仮
置
又
は
処
分
す
る
場
合
。

タ
イ
ヤ
洗
浄
装
置
等
の
装
置
を
設
置
す
る
場
合
。

第
３
者
に
砂
塵
の
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
場
合
の
散
水
・
路
面
清
掃
を
実
施
す
る
場
合
。

骨
材
再
生
工
1
0
.

防
塵
対
策
工
1
.

3
-
1
1
-
2

共
通
土
工

4
-
3
-
1

4
-
3
-
2

基
盤
に
湧
水
が
あ
る
場
合
。

中
間
床
板
に
つ
い
て
設
計
図
書
に
指
定
が
な
い
場
合
。

工
事
目
的
物
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
湧
水
が
発
生
し
た
場
合
。

伐
開
除
根
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
設
計
図
書
に
示
さ
れ
て
な
い
場
合
。

土
質
に
著
し
い
変
化
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
又
は
設
計
図
書
に
示
さ
れ
て
な
い
埋
設
物
が
発
見
さ
れ
た
場
合
。

仕
上
げ
法
面
を
越
え
て
発
破
を
行
っ
た
場
合
。

4
-
3
-
3

4
-
3
-
4

河
川
土
工
・
海
岸
土
工
・
砂
防
土
工

道
路
土
工

法
面
整
形
工
1
.

法
面
整
形
工
3
.

作
業
中
予
期
で
き
な
か
っ
た
沈
下
等
有
害
な
現
象
が
あ
っ
た
場
合
。

組
み
立
て
る
壁
面
工
の
段
数
を
２
段
以
上
と
す
る
場
合
。

壁
面
付
近
の
締
め
固
め
を
小
型
機
械
で
人
力
に
よ
り
施
工
で
き
な
い
場
合
。

盛
土
補
強
工
1
2
.

掘
削
工
1
.

土
の
指
定
採
取
場
に
つ
い
て
実
測
困
難
な
場
合
。

土
の
採
取
中
、
土
質
に
著
し
い
変
化
が
あ
っ
た
場
合
。

軟
弱
地
盤
上
の
盛
土
工
の
施
工
中
、
沈
下
又
は
活
動
等
が
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
。

基
盤
面
に
異
常
を
発
見
し
た
と
き
。

杭
が
打
ち
込
み
不
能
に
な
っ
た
場
合
。

破
砕
・
積
み
込
み
時
の
飛
散
・
粉
塵
・
振
動
対
策
の
必
要
性
に
変
更
が
伴
う
場
合
。

作
業
ヤ
ー
ド
及
び
施
工
基
盤
面
の
整
備
方
法
に
つ
い
て
変
更
が
と
も
な
う
場
合
。

巻
き
だ
し
予
定
盛
土
材
。

盛
土
横
断
方
向
の
面
状
補
強
材
に
継
目
を
設
け
る
場
合
。

曲
線
、
隅
角
部
等
で
設
計
図
書
に
示
さ
れ
た
補
強
材
を
敷
設
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
。

壁
面
の
設
置
で
許
容
値
を
超
え
る
壁
面
変
位
が
観
測
さ
れ
た
場
合
。

浮
石
が
大
き
く
取
り
除
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
。

崩
壊
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
、
又
は
湧
水
、
軟
弱
地
盤
等
の
不
良
箇
所
の
施
工
の
場
合
。

路
床
面
に
お
い
て
設
計
図
書
に
示
す
支
持
力
が
得
ら
れ
な
い
場
合
又
は
均
等
性
に
疑
問
が
あ
る
場
合
。

盛
土
の
締
め
固
め
基
準
を
確
保
で
き
な
い
よ
う
な
不
良
地
盤
が
現
出
し
た
場
合
。

路
体
盛
土
工
1
.

一
般
事
項
7
.

骨
材
再
生
工
7
.

骨
材
再
生
工
8
.

骨
材
再
生
工
9
.

4
 ペ
ー
ジ
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監
督
員
の
「
協
議
」
・
「
承
諾
」
を
要
す
る
事
項
（
共
通
編
）

4
-
5
-
4

協
  
議

共
4
-
8

第
1
節

承
　
諾

共
5
-
1

第
2
節

協
  
議

共
5
-
2

5
-
4
-
2

承
　
諾

共
5
-
3

5
-
5
-
4

承
　
諾

共
5
-
5

5
-
6
-
3

協
  
議

共
5
-
6

承
　
諾

共
5
-
6

承
　
諾

共
5
-
7

承
　
諾

共
5
-
8

協
  
議

共
5
-
9

5
-
6
-
9

協
  
議

共
5
-
1
0

5
-
7
-
4

承
　
諾

共
5
-
1
1

5
-
7
-
5

承
　
諾

共
5
-
1
2

承
　
諾

共
5
-
1
3

協
  
議

共
5
-
1
3

承
　
諾

共
5
-
1
7

承
　
諾

共
5
-
1
8

5
-
1
2
-
3

海
水
の
作
用
を
受
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
2
.
承
　
諾

共
5
-
1
8

5
-
1
3
-
3

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
4
.
(
3
)

承
　
諾

共
5
-
1
9

承
　
諾

共
5
-
2
1

施
工
4
.
注
入
管
の
配
置
(
1
)

承
　
諾

共
5
-
2
1

承
　
諾

共
5
-
2
2

5
-
1
6
-
2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向
上
対
策
(
1
)
承
　
諾

共
5
-
2
3

5
-
1
6
-
5

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
対
策
2
.

承
　
諾

共
5
-
2
5

5
-
1
6
-
6

協
  
議

共
5
-
2
5

水
セ
メ
ン
ト
比

材
料
の
計
量
及
び
練
り
混
ぜ
3
.
(
3
)

打
設
1
.

打
設
8
.

運
搬
3
.

打
継
目
1
.

打
継
目
9
.

継
手
1
.

ガ
ス
圧
接
1
.

ガ
ス
圧
接
2
.

第
1
6
節

第
５
章

第
4
節

第
6
節

第
7
節

第
1
2
節

第
1
3
節

第
1
4
節

5
-
6
-
7

組
立
て
3
.

適
用
す
べ
き
諸
基
準
3
.

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
船

運
搬
・
打
設

塩
分
の
浸
透
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
場
合
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
船
を
選
定
す
る
場
合
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
手
練
り
で
行
う
場
合
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
船
の
選
定

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向
上
対
策

モ
ル
タ
ル
注
入
に
お
い
て
止
む
を
得
ず
注
入
を
中
断
し
て
打
ち
継
目
を
設
け
る
場
合
。

水
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト

5
-
1
2
-
2

施
工
7
.

施
工
1
1
.

底
開
き
箱
又
は
底
開
き
袋
を
使
用
す
る
場
合
。

１
回
の
打
設
高
さ
が
規
定
以
上
と
な
る
場
合
や
設
計
以
外
に
打
ち
継
目
を
設
け
る
場
合
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
で
ケ
ー
シ
ン
グ
、
ト
レ
ミ
ー
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
以
外
を
使
用
す
る
場
合
。

現
場
で
水
中
不
分
離
性
混
和
剤
及
び
高
性
能
減
水
剤
を
添
加
す
る
場
合
。

盛
土
の
締
め
固
め
基
準
を
確
保
で
き
な
い
よ
う
な
不
良
地
盤
が
現
出
し
た
場
合
。

土
木
学
会
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
標
準
示
方
書
の
品
質
規
定
に
よ
ら
な
い
場
合
。

打
設
方
法
が
シ
ュ
ー
ト
や
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
ホ
ー
ス
等
に
よ
ら
な
い
場
合
。

ト
ラ
ッ
ク
ア
ジ
テ
ー
タ
を
使
用
し
な
い
で
運
搬
す
る
場
合
。

無
筋
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

5
-
6
-
4

適
用
3
.

路
床
盛
土
工
1
.

ガ
ス
圧
接
の
方
法
を
熱
間
押
し
抜
き
法
と
す
る
場
合
。

ガ
ス
圧
接
箇
所
が
設
計
図
書
ど
お
り
に
施
工
で
き
な
い
場
合
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
時
の
外
気
温
及
び
打
設
終
了
ま
で
の
時
間
が
規
定
外
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
。

図
面
等
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
位
置
に
打
継
目
を
設
け
る
場
合
。

ひ
び
割
れ
誘
発
目
地
を
設
け
る
場
合
。

膜
養
生
を
行
う
場
合
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
又
は
モ
ル
タ
ル
製
以
外
の
酢
ペ
ー
サ
ー
を
使
用
す
る
場
合
。

設
計
図
書
に
示
さ
れ
て
い
な
い
継
ぎ
手
を
設
け
る
場
合
。

型
枠
の
取
り
外
し
時
期
。

注
入
管
の
水
平
設
置
間
隔
が
２
ｍ
を
超
え
る
場
合
。

水
中
不
分
離
性
コ
ン
ク
リ
ー
ト

プ
レ
パ
ク
ド
コ
ン
ク
リ
ー
ト

5
-
1
4
-
3

許
容
塩
化
物
量
の
0
.
3
k
g
/
m
3
以
下
を
0
.
6
k
g
/
m
3
以
下
と
す
る
場
合
。

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
対
策
に
よ
っ
て
決
定
し
た
対
策
。

共
5
-
2
6
・
2
7
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
水
セ
メ
ン
ト
比
に
よ
り
難
い
場
合
。

施
工
1
.
型
枠
(
2
)

施
工
6
.
注
入
(
2
)

養
生
4
.

鉄
筋
工

5
-
7
-
6

5
 ペ
ー
ジ
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監
督

員
の

「
確

認
」
・
「
立

会
」
を

要
す

る
事

項

1
-
1
-
1

確
　

認
共

1
-
1

1
-
1
-
3

確
　

認
共

1
-
4

1
-
1
-
7

確
　

認
共

1
-
5

1
-
1
-
8

確
　

認
共

1
-
6

1
-
1
-
9

確
　

認
共

1
-
6

1
-
1
-
3
9

確
　

認
共

1
-
2
9

第
2
節

確
　

認
共

2
-
1

2
-
1
4
-
1

確
　

認
共

2
-
3
1

第
2
節

確
　

認
共

3
-
1

3
-
3
-
7

確
　

認
共

3
-
9

確
　

認
共

3
-
5
1

確
　

認
共

3
-
5
3

3
-
6
-
8

確
　

認
共

3
-
6
6

3
-
7
-
9

確
　

認
共

3
-
6
9

第
2
節

確
　

認
共

4
-
1

4
-
3
-
1

確
　

認
共

4
-
1

第
2
節

確
　

認
共

5
-
1

5
-
3
-
2

確
　

認
共

5
-
2

5
-
7
-
1

確
　

認
共

5
-
1
0

第
2
節

確
　

認
河

1
-
1

第
１

編
　

共
　

通
　

編

土
砂

及
び

岩
の

境
界

が
確

認
で

き
た

場
合

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

J
I
S
認

定
工

場
以

外
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
使

用
し

よ
う

と
す

る
場

合
。

施
工

前
に

配
筋

図
等

を
照

査
し

て
不

備
が

見
受

け
ら

れ
る

場
合

。

無
筋

・
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
適

用
す

べ
き

諸
基

準
レ

デ
ｲ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

鉄
筋

工
第

7
節

表
層

及
び

基
層

の
加

熱
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
安

定
処

理
路

盤
材

の
粒

度
及

び
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
量

を
決

定
す

る
場

合
。

基
準

類
と

設
計

図
書

に
相

違
が

あ
る

場
合

。

薬
液

注
入

工
事

に
着

手
す

る
場

合
。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

共
2
-
3
1
の

表
に

示
し

た
品

質
以

外
の

資
材

を
使

用
す

る
場

合
。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

肥
料

が
設

計
図

書
に

示
さ

れ
て

い
な

い
場

合
。

路
盤

の
加

熱
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
安

定
処

理
路

盤
材

の
粒

度
及

び
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
量

を
決

定
す

る
場

合
。

設
計

図
書

の
内

容
に

相
違

が
あ

る
場

合
。

約
款

第
1
8
条

第
１

項
１

号
か

ら
第

5
号

に
係

る
内

容
に

該
当

す
る

場
合

。

請
負

者
が

工
事

カ
ル

テ
を

作
成

し
登

録
申

請
を

お
こ

な
う

場
合

。

約
款

第
9
条

第
2
項

に
規

定
す

る
監

督
職

員
の

権
限

を
書

面
に

よ
り

行
使

す
る

場
合

。

緊
急

を
要

す
る

場
合

の
請

負
者

権
限

に
よ

る
指

示
内

容
を

書
面

で
行

う
場

合
。

契
約

内
容

が
諸

法
令

に
整

合
し

て
い

な
い

場
合

。

共
2
-
2
（

表
2
-
1
）

の
工

事
材

料
を

使
用

す
る

場
合

。

第
2
章

総
　

則
総

則

材
　

料

一
般

施
工 適

用
す

べ
き

諸
基

準
共

通
的

工
種

一
般

舗
装

工

築
堤

・
護

岸

第
1
節

第
3
節

第
6
節

第
7
節

第
3
節

第
3
節

第
1
4
節

第
5
章

第
1
章

第
２

編
　

河
　

川
　

編

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

第
１

章

第
3
章

第
4
章

3
-
6
-
5

道
路

標
識

及
び

区
画

線
工

事
材

料
の

品
質

及
び

検
査

6
.

地
盤

改
良

工

土
　

　
工 適

用
す

べ
き

諸
基

準
共

通
土

工

道
路

標
識

(
4
)

適
用

4
.

設
計

図
書

の
照

査
等

2
.

植
生

工
3
.

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

工
4
.
(
2
)

ブ
ロ

ッ
ク

舗
装

工
4
.

固
結

工
7
.

一
般

事
項

2
.

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

工
5
.
(
1
)

工
事

カ
ル

テ
作

成
登

録

現
場

技
術

員
(
1
)

諸
法

令
の

遵
守

3
.

工
場

の
選

定
3
.

一
般

事
項

2
.

適
用

す
べ

き
諸

基
準

監
督

職
員

2
.

1
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監
督

員
の

「
確

認
」
・
「
立

会
」
を

要
す

る
事

項

第
2
節

確
　

認
河

3
-
1

3
-
6
-
4

確
　

認
河

3
-
6

第
2
節

確
　

認
河

4
-
1

第
3
節

4
-
3
-
2

確
　

認
河

4
-
3

4
-
8
-
2

確
　

認
河

4
-
1
7

第
2
節

確
　

認
河

5
-
1

5
-
3
-
2

確
　

認
河

5
-
3

第
2
節

確
　

認
河

6
-
1

第
2
節

確
　

認
河

6
-
1

確
　

認
河

8
-
8

確
　

認
河

8
-
8

第
2
節

確
　

認
河

9
-
1

第
2
節

確
　

認
海

1
-
1

第
2
節

確
　

認
海

2
-
1

第
2
節

確
　

認
海

3
-
1

8
-
7
-
4

立
　

会
河

8
-
4

第
2
節

確
　

認
砂

1
-
1

設
計

図
書

に
明

示
さ

れ
て

い
な

い
使

用
塗

料
の

色
見

本
。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

使
用

す
る

肥
料

及
び

薬
剤

の
品

質
証

明
。

植
栽

維
持

工

排
水

機
場 適

用
す

べ
き

諸
基

準
河

川
維

持 適
用

す
べ

き
諸

基
準

材
料

5
.
(
1
)

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

注
入

材
料

の
使

用
量

の
確

認
を

行
う

場
合

。

路
面

補
修

工

砂
防

ダ
ム 適

用
す

べ
き

諸
基

準

第
7
節

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

補
修

工
8
.

第
４

編
　

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

編

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

河
川

修
繕 適

用
す

べ
き

諸
基

準

堤
防

・
護

岸

樹
木

・
芝

生
管

理
工

の
補

植
で

使
用

す
る

樹
木

類
の

現
場

搬
入

時
。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

8
-
1
2
-
2

第
1
2
節

材
料

1
.

第
３

編
　

河
川

海
岸

編

材
料

3
.

橋
梁

現
場

塗
装

工

堰
適

用
す

べ
き

諸
基

準
工

場
製

作
工

塗
布

作
業

開
始

前
の

塗
料

の
出

荷
証

明
書

、
成

績
表

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

適
用

す
べ

き
諸

基
準

突
堤

・
人

口
岬

適
用

す
べ

き
諸

基
準

海
域

堤
防

（
人

工
リ

ー
フ

、
離

岸
堤

、
潜

堤
）

適
用

す
べ

き
諸

基
準

河
川

維
持

第
6
節

第
8
節

第
3
節

樋
門

・
樋

管
適

用
す

べ
き

諸
基

準
付

属
物

設
置

工

水
　

　
門 適

用
す

べ
き

諸
基

準
工

場
製

作
工

現
場

塗
装

工
1
6
.
(
7
)

第
2
章

第
3
章

第
8
章

第
1
章

第
6
章

第
8
章

第
9
章

第
1
章

第
3
章

第
4
章

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

境
界

杭
（

鋲
）

を
設

置
し

よ
う

と
す

る
と

き
の

位
置

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

使
用

塗
料

の
色

見
本

。

第
5
章

境
界

工
1
.

材
料

5
.
(
1
)

2
 ペ

ー
ジ
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監
督

員
の

「
確

認
」
・
「
立

会
」
を

要
す

る
事

項

1
-
3
-
2

確
　

認
砂

1
-
3

1
-
6
-
4

確
　

認
砂

1
-
8

1
-
7
-
1
0

確
　

認
砂

1
-
1
3

第
2
節

確
　

認
砂

2
-
1

第
2
節

確
　

認
砂

3
-
1

3
-
6
-
1

立
　

会
砂

3
-
7

第
2
節

確
　

認
ダ

1
-
1

1
-
3
-
5

確
　

認
ダ

1
-
2

1
-
3
-
8

確
　

認
ダ

1
-
2

1
-
3
-
9

岩
盤

確
認

後
の

再
処

理
確

　
認

ダ
1
-
2

1
-
4
-
2

確
　

認
ダ

1
-
3

1
-
4
-
8

確
　

認
ダ

1
-
5

1
-
7
-
2

確
　

認
ダ

1
-
9

1
-
7
-
4

確
　

認
ダ

1
-
9

1
-
8
-
4

立
　

会
ダ

1
-
1
1

2
-
2
-
5

立
　

会
ダ

2
-
1

確
　

認
ダ

2
-
2

確
　

認
ダ

2
-
2

2
-
3
-
1

確
　

認
ダ

2
-
3

2
-
3
-
2

確
　

認
ダ

2
-
3

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
の

型
枠

・
鉄

筋
等

に
つ

い
て

。

冷
却

管
及

び
付

属
品

の
設

置
完

了
後

に
お

け
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
。

基
礎

岩
盤

の
清

掃
が

完
了

し
完

了
し

た
と

き
、

岩
盤

の
適

否
に

つ
い

て
。

盛
土

の
打

継
ぎ

を
行

っ
た

場
合

。

基
礎

地
盤

及
び

基
礎

岩
盤

の
整

形
を

行
う

場
合

。

基
礎

地
盤

の
掘

削
及

び
整

形
が

完
了

し
た

と
き

、
地

盤
の

適
否

に
つ

い
て

。

岩
盤

面
処

理
2
.

基
礎

岩
盤

の
確

認
1
.

岩
盤

確
認

後
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

直
前

。

表
土

剥
ぎ

完
了

時
点

で
、

原
石

の
適

否
に

つ
い

て
。

ダ
ム

コ
ン

ク
リ

ー
ト

第
7
節

埋
設

物
設

置
工

パ
イ

プ
ク

ー
リ

ン
グ

止
水

板
接

合
後

の
接

合
部

の
止

水
性

。

2
-
2
-
8

鋼
製

ダ
ム

工

流
　

路
適

用
す

べ
き

諸
基

準

止
水

板
接

合
後

の
接

合
部

の
止

水
性

。

塗
布

作
業

開
始

前
の

塗
料

の
出

荷
証

明
書

、
成

績
表

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

第
7
節

第
6
節

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ダ
ム

工
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ダ

ム
本

体
工

1
1
.

工
場

製
作

工
第

3
節

設
計

図
書

に
明

示
さ

れ
て

い
な

い
使

用
塗

料
の

色
見

本
。

材
料

5
.
(
1
)

表
土

剥
ぎ

完
了

時
点

で
、

材
料

の
適

否
に

つ
い

て
。

第
6
節

第
3
節

第
4
節

斜
面

対
策 適

用
す

べ
き

諸
基

準
地

下
水

排
除

工

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ダ
ム

適
用

す
べ

き
諸

基
準

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

原
石

骨
材

1
.

第
3
章

第
2
章

第
3
章

第
1
章

第
2
章

第
５

編
　

ダ
　

ム
　

編

ロ
ッ

ド
を

引
き

抜
い

て
検

尺
を

行
う

場
合

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

仕
上

げ
掘

削
及

び
岩

盤
清

掃
の

作
業

が
完

了
し

た
と

き
。

岩
盤

清
掃

完
了

時
点

で
基

礎
岩

盤
と

し
て

の
適

否
。

掘
削

工

基
礎

地
盤

及
び

基
礎

岩
盤

確
認

1
.

一
般

事
項

5
.

材
料

採
取

3
.

基
礎

地
盤

及
び

基
礎

岩
盤

確
認

2
.

第
2
節

第
8
節

第
3
節

フ
ィ

ル
ダ

ム
掘

削
工

盛
立

工

継
目

グ
ラ

ウ
チ

ン
グ

後
、

冷
却

管
内

に
セ

メ
ン

ト
ミ

ル
ク

を
充

填
す

る
場

合
。

打
ち

込
み

開
始

2
.

現
場

塗
装

工
1
8
.
(
7
)

冷
却

管
設

置
4
.

止
水

板
2
.

一
般

事
項

4
.

冷
却

工
4
.
(
2
)

基
礎

地
盤

面
及

び
岩

盤
面

処
理

3
.

基
礎

グ
ラ

ウ
チ

ン
グ

3
 ペ

ー
ジ
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監
督

員
の

「
確

認
」
・
「
立

会
」
を

要
す

る
事

項

第
2
節

確
　

認
ダ

3
-
1

第
2
節

確
　

認
道

1
-
1

2
-
1
0
-
2

確
　

認
道

2
-
1
6

第
2
節

確
　

認
道

3
-
1

第
2
節

確
　

認
道

4
-
1

4
-
3
-
2

確
　

認
道

4
-
3

4
-
5
-
3

確
　

認
道

4
-
1
6

第
2
節

確
　

認
道

5
-
1

第
2
節

確
　

認
道

6
-
1

6
-
3
-
2

確
　

認
道

6
-
2

第
2
節

確
　

認
道

7
-
1

7
-
3
-
2

確
　

認
道

7
-
2

第
2
節

確
　

認
道

8
-
1

第
2
節

確
　

認
道

9
-
1

第
2
節

確
　

認
道

1
0
-
1

第
2
節

確
　

認
道

1
1
-
1

第
2
節

確
　

認
道

1
2
-
1

第
2
節

確
　

認
道

1
3
-
1

岩
区

分
の

境
界

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

岩
区

分
の

境
界

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

設
計

図
書

に
明

示
さ

れ
て

い
な

い
使

用
塗

料
の

色
見

本
。

塗
布

作
業

開
始

前
の

塗
料

の
出

荷
証

明
書

、
成

績
表

。

ト
ン

ネ
ル

掘
削

工

ト
ン

ネ
ル

（
矢

板
)

適
用

す
べ

き
諸

基
準

第
3
節

工
場

製
作

工

適
用

す
べ

き
諸

基
準

電
線

共
同

溝
設

計
基

準
類

に
お

い
て

、
設

計
図

書
に

疑
義

が
あ

る
場

合
。

地
下

駐
車

場
適

用
す

べ
き

諸
基

準
共

同
溝

適
用

す
べ

き
諸

基
準

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

ト
ン

ネ
ル

掘
削

工

第
1
0
節

第
3
節

第
5
節

第
3
節

橋
梁

上
部

工
適

用
す

べ
き

諸
基

準

コ
ン

ク
リ

ー
ト

シ
ェ

ッ
ド

適
用

す
べ

き
諸

基
準

鋼
製

シ
ェ

ッ
ド

適
用

す
べ

き
諸

基
準

地
下

横
断

歩
道

適
用

す
べ

き
諸

基
準

橋
梁

下
部

工
適

用
す

べ
き

諸
基

準

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。
適

用
す

べ
き

諸
基

準

第
1
3
章

第
9
章

第
1
0
章

第
1
1
章

第
1
2
章

第
5
章

第
6
章

第
7
章

第
8
章

第
1
章

第
3
章

第
4
章

第
6
編

　
道

　
路

　
編

道
路

改
良 適

用
す

べ
き

諸
基

準
道

路
植

栽
工

設
計

基
準

類
に

お
い

て
、

設
計

図
書

に
疑

義
が

あ
る

場
合

。

道
路

植
栽

工
で

使
用

す
る

樹
木

類
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
上

部
適

用
す

べ
き

諸
基

準
ト

ン
ネ

ル
（

N
A
T
O
M
)

材
料

3
.

橋
梁

現
場

塗
装

工 掘
削

工
7
.

掘
削

工
7
.

適
用

す
べ

き
諸

基
準

材
料

5
.

現
場

塗
装

工
1
6
.
(
7
)

4
 ペ

ー
ジ

47



監
督

員
の

「
確

認
」
・
「
立

会
」
を

要
す

る
事

項

第
2
節

確
　

認
道

1
4
-
1

第
2
節

確
　

認
道

1
5
-
1

確
　

認
道

1
5
-
2
1

確
　

認
道

1
5
-
2
1

第
2
節

確
　

認
道

1
7
-
1

第
1
1
節

1
7
-
1
1
-
2

確
　

認
道

1
7
-
6

第
2
節

確
　

認
港

3
-
1

第
2
節

確
　

認
港

4
-
1

4
-
5
-
8

確
　

認
港

4
-
1
0

確
　

認
港

4
-
1
0

立
　

会
港

4
-
1
1

確
　

認
港

4
-
1
2

3
条

立
　

会
植

1
-
1

4
条

立
　

会
植

1
-
1

植
栽

樹
木

が
引

き
渡

し
後

1
年

以
内

に
枯

死
、

枝
条
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段階確認の実施要領
（平成２１年４月）

１．段階確認の趣旨

　公共工事の実施にあたっては、「請負契約」に基づき、工事目的物完成のための一切の責任
は、原則として請負者が負うという「自主施工の原則」が基本となっている。この中で発注者
は、請負契約の適正な履行を確保するために監督職員を置いて、工事現場または製作工場の立
会をおこない、また、指定した工事材料の品質や、工事完了後に不可視となる部分で重要なも
のに限って、設計図書との適合を確認することとしている。
　段階確認は、公共工事の品質の確保及び完成検査の補完のため、特に必要と考えられる施工
段階の確認事項（種別・細別・確認時期）を「長崎県建設工事共通仕様書（長崎県土木部）」
（以下「共通仕様書」という。）において定め、原則、監督職員等の臨場により実施するもの
である。
　なお、請負者は、段階確認により確認された事項であっても、契約書３１条（検査及び引渡
し）、ならびに、契約書１７条（設計図書不適合の場合の改造義務及び破壊検査等）の義務を
免れない。（「共通仕様書」第１編１－１－２２－４参照）
　ただし、重要構造物の埋戻し前のなど、段階確認にかえて検査職員による中間検査（「共通
仕様書」第１編１－１－２７）とした場合は、この限りではない。

２．適用工事

　原則として、共通仕様書（表１－１「段階確認一覧表」）及び設計図書に定めた工種に該当
する全ての工事に適用する。（「共通仕様書」第１編１－１－２２－５(１)参照）

３．確認頻度および確認項目

　別添の「段階確認一覧表（頻度・確認項目）」のとおりとし、一般的な監督を行う工事か重
点監督工事とするかの判断については、平成２１年１月２９日付け２０建企第６９４号「公共
工事における品質確保のための重点的な監督業務の実施について（改定）」によるものとする。

４．実施要領

 (1) 施工計画書への記載

　請負者は、施工に先だち、段階確認の種別，細別，確認時期，施工予定時期等を、施工管理
計画として「施工計画書」に記載するものとする。（「施工計画書の作成の手引き」参照）

 (2) 段階確認の要請

　請負者は、完成時不可視になる施工箇所の調査ができるよう、監督職員に十分な機会を与え
なければならない。（「共通仕様書」第１編１－１－２２－５(５)参照）

　請負者は、確認が可能となる日（又は期間の開始日）の概ね１週間前までに、確認種別，確
認内容，確認可能日（又は期間），確認希望日時等を、監督職員へ連絡するものとする。
（「共通仕様書」第１編１－１－２２－５(２)参照）
　なお、請負者は、緊急を要するなどやむを得ない場合を除き、段階確認の実施日が官公庁の
勤務時間外や休日とならないよう、工程管理に努めるものとする。
（「共通仕様書」第１編１－１－２２－３参照）
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 (3) 段階確認等の実施についての報告

　段階確認は、原則として臨場により実施するものとするが、やむを得ず臨場確認ができない
場合は、出来形管理資料及び写真等により、机上確認とすることができる。
（「共通仕様書」第１編１－１－２２－６参照）

　発注者は、請負者より報告を受けた確認可能日（又は期間）の中から、できる限り臨場（監
督職員以外の者(現場技術員等)によるものを含む）により段階確認を行える日を選定して、確
認日時，確認者氏名，確認方法等の予定を速やかに請負者に報告するものとする。
（「共通仕様書」第１編１－１－２２－５(３)参照）
　なお、確認可能期間が長期間にわたる矢板工や杭工などの段階確認については、別添の「段
階確認一覧表（頻度・確認項目）」に記載の頻度を目安に、請負者と適宜協議しながら日程等
を決定し、段階確認を実施していくものとする。

　また、発注者は、段階確認を行うべき事項のうち、重要構造物の埋戻し前など検査職員によ
る中間検査（「共通仕様書」第１編１－１－２７）が望ましい事項については、請負者と協議
の上で中間検査とし、その日程を請負者へ報告するものとする。

 (4) 段階確認時の準備

　請負者は、別添様式の『段階確認書』と、確認項目に関する施工管理資料（出来形，品質管
理資料等）を確認日時までに準備し、段階確認に臨場するものとする。
（「共通仕様書」第１編１－１－２２－５(４)参照）
※『段階確認書』及び「施工管理資料」は確認後に一旦返却するので、１部準備すればよい。
　（ただし、完成時には提出となる。）
※『段階確認書』の請負者記入欄は、確認前までには記入（押印を含む）しておく。
　（段階確認の要請の日時には、(2)で監督職員へ要請した日時を記載しておく。）
※「施工管理資料」は、確認に必要な事項がそろっていれば、図面のコピーや手書き資料でか
　まわない。

　また、やむを得ず机上とする場合は、施工管理記録や写真等の資料も整備し、段階確認時に
監督職員に提示するものとする。（「共通仕様書」第１編１－１－２２－６参照）

 (5) 段階確認の実施

　監督職員（又は現場技術員等）は、別添の「段階確認一覧表（頻度・確認項目）」に記載の
確認項目について、請負者が準備した「施工管理資料」等を基に段階確認を行い、「施工管理
資料」へ確認した内容の朱書き等を行う。
（朱書き等を行った「施工管理資料」については、以下『段階確認資料』という。）

　なお、請負者は、当該確認部分（不可視部分等）の写真管理を別途行っていれば、段階確認
の実施状況について写真撮影を行う必要はない。

 (6) 段階確認の結果の通知

　段階確認を実施した者が、監督職員の場合と、監督職員以外(現場技術員等)の場合において、
それぞれ以下の要領で対応するものとする。

① 確認者が監督職員の場合

　　段階確認の結果が良好であった場合、監督職員は、『段階確認書』の発注者記入欄に確認
　結果等を現地で記入するとともに、確認者名を自著し、『段階確認資料』とともに請負者へ
　返却するものとする。

　　段階確認の結果が良好でなかった（施工管理基準を満足しない等）場合、監督職員は対策
　について請負者と協議するとともに、請負者は必要な措置を講じ、再度、段階確認を受けな
　ければならない。
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② 確認者が監督職員以外(現場技術員等)の場合

　　確認者(現場技術員等)は、『段階確認書』及び『段階確認資料』を県の事務所に持ち帰り、
　監督職員に確認結果（良好であったか否かを含む）を報告する。

　　段階確認の結果が良好であった事を監督職員が確認した場合、確認者は、『段階確認書』
　の確認者記入欄に確認結果等を記入（確認者名の自著も含む）するとともに、監督職員より
　押印を得て、『段階確認資料』とともに請負者へ返却するものとする。

　　段階確認の結果が良好でなかった（施工管理基準を満足しない等）と監督職員が認めた場
　合、監督職員は対策について請負者と協議するとともに、請負者は必要な措置を講じ、再度、
　段階確認を受けなければならない。

 (7) 段階確認結果の保管及び提出

　請負者は、確認の結果が良好であったとして発注者から返却された『段階確認書』や『段階
確認資料』について、整理・保管するとともに、完成時に（工事写真や管理図等と同様に「工
事完成通知書」の添付書類として）監督職員へ提出するものとする。
（「共通仕様書」第１編１－１－２２－５(４)参照）

段階確認資料④
段階確認書④

段階確認資料③
段階確認書③

段階確認資料②
段階確認書②

段階確認資料①
段階確認書①

目　　次

段階確認結果綴り

※
件
数
が
少
な
い
場
合
は
不
要
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長崎県建設工事共通仕様書(長崎県土木部)抜粋　H21.4.1現在

１－１－２２　監督職員による検査（確認を含む）及び立会等

１．監督職員は、工事が契約図書どおりおこなわれているかどうかの確認をするため
　に必要に応じ、工事現場または製作工場に立ち入り、立会し、または資料の提出を
　請求できるものとし、請負者はこれに協力しなければならない。

２．請負者は、監督職員による検査（確認を含む）及び立会に必要な準備、人員及び
　資機材等の提供並びに写真その他資料の整備をするものとする。
　　なお、監督職員が製作工場において立会および監督職員による検査（確認を含む）
　を行なう場合、請負者は監督業務に必要な設備等の備わった執務室を提供しなけれ
　ばならない。

３．監督職員による検査（確認を含む）及び立会の時間は、監督職員の勤務時間内と
　する。ただし、やむを得ない理由があると監督職員が認めた場合はこの限りではな
　い。

４．請負者は、契約書第９条第２項第３号、第13条第２項または第14条第１項もしく
　は同条第２項の規定に基づき、監督職員の立会を受け、材料検査（確認を含む）に
　合格した場合にあっても、契約書第17条及び第31条に規定する義務を免れないもの
　とする。

５．段階確認は、次に掲げる各号に基づいて行うものとする。
（１）請負者は、表１－１段階確認一覧表に示す確認時期および設計図書に示す時期
　　において、段階確認を受けなければならない。
（２）請負者は、段階確認にかかる予定（種別、細別、確認時期、希望日時等）につ
　　いて、確認可能日の概ね１週間前までに監督職員に報告しなければならない。
（３）監督職員は、請負者から段階確認にかかる予定の報告を受けた場合、確認日時、
　　確認者氏名、確認方法を、速やかに請負者に報告するものとする。
（４）請負者は、確認項目に関する管理資料（出来形、品質管理資料等）を「段階確
　　認書」とともに準備して、段階確認に臨場するものとし、監督職員が押印した「
　　段階確認書」並びに確認結果を記載した書面を保管し、完成時に提出しなけ
　　ればならない。
（５）請負者は、監督職員に完成時不可視になる施工箇所の調査ができるよう十分な
　　機会を提供するものとする。

６．段階確認は、監督職員の臨場を原則とするが、やむを得ない場合は机上とするこ
　とができる。この場合、請負者は施工管理記録、写真等の資料を整備し、監督職員
　にこれらを提示し確認を受けなければならない。
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段階確認一覧表（頻度・確認項目）一般土木
　(一)：一般監督

太枠内は共通仕様書(表１－１)記載事項 　(重)：重点監督

種　　別 細　　別 確認時期 確認項目

 指定仮設工  設置完了時 １回／１工事  使用材料、高さ等

 河川・海岸・砂防
 土工(掘削工)
 道路土工(掘削工)

 土(岩)質の変化した
 時

１回／
　土(岩)質の変化時

 土(岩)質の変化位置

 道路土工
 (路床盛土工)
 舗装工(下層路盤)

 プルフローリング
 実施時

１回／１工事
 プルフローリング
 実施状況

(一) １回／１工事

(重) １回／100m

(一) １回／１工事

(重) １回／100m

(一) １回／１工事

(重) １回／100m

(一) １回／200本

(重) １回／100本

(一) １回／200本

(重) １回／100本

(一) １回／200本

(重) １回／100本

(一) １回／200本

(重) １回／100本

(一) １回／200本

(重) １回／100本

(一) １回／200本

(重) １回／100本

(一) １回／20本

(重) １回／10本

試験矢板 ＋

(一) １回／150枚

(重) １回／100枚

試験矢板 ＋

(一) １回／150枚

(重) １回／100枚

試験矢板 ＋

(一) １回／75本

(重) １回／50本

試験矢板 ＋

(一) １回／75本

(重) １回／50本

 矢板工
(任意仮設を除く)

 鋼矢板

 鋼管矢板

 打込時  使用材料、長さ

 打込完了時  基準高、変位

確認の頻度

 使用材料、長さ 打込時

 打込完了時  基準高、変位

 表層安定処理工

 表層混合処理
 路床安定処理

 処理完了時

 処理完了時 サンドマット

 施工位置、杭径

 置換  掘削完了時

 使用材料、基準高、
 幅、延長、施工厚

　　　　〃

　　　　〃

 使用材料、打込長
 バーチカル
 　ドレーン工

 サンドドレーン
 袋詰式
 　サンドドレーン
 ぺーパドレーン

 施工時

 施工完了時

 施工時

 締固め改良工
 サンドコンパクショ
 　ンパイル

 施工時  使用材料、打込長

 施工完了時
 基準高、施工位置、
 杭径

 使用材料、深度

 基準高、施工位置、
 間隔、杭径

 使用材料、注入量

 固結工

 粉体噴射攪拌
 高圧噴射攪拌
 セメントミルク攪拌
 生石灰パイル

 薬液注入

 施工時

 施工完了時
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段階確認一覧表（頻度・確認項目）一般土木
　(一)：一般監督

太枠内は共通仕様書(表１－１)記載事項 　(重)：重点監督

種　　別 細　　別 確認時期 確認項目確認の頻度

試験杭 ＋

(一) １回／10本

(重) １回／ 5本

試験杭 ＋

(一) １回／10本

(重) １回／ 5本

試験杭 ＋

(一) １回／10本

(重) １回／ 5本

試験杭 ＋

(一) １回／10本

(重) １回／ 5本

(一) １回／10本

(重) １回／ 5本

試験杭 ＋

(一) １回／10本

(重) １回／ 5本

(一) 30%程度／１構造物

(重) 60%程度／１構造物

試験杭 ＋

(一) １回／10本

(重) １回／ 5本

(一) １回／10本

(重) １回／ 5本

 土(岩)質の変化した
 時

１回／
　土(岩)質の変化時

 土(岩)質の変化位置

(一) １回／ 3本

(重) 全数

 鉄筋組立て完了時 １回／１本
 使用材料、
 設計図書との対比

(一) １回／ 3本

(重) 全数

(一) １回／ 3本

(重) 全数

 鉄沓据付完了時 １回／１構造物
 使用材料、
 施工位置

 本体設置前
(ｵｰﾌﾟﾝｹｰｿﾝ)
 掘削完了時
(ﾆｭｰﾏﾁｯｸｹｰｿﾝ)

１回／１構造物  支持層

 土(岩)質の変化した
 時

１回／
　土(岩)質の変化時

 土(岩)質の変化位置

 鉄筋組立て完了時 １回／１ロット
 使用材料、
 設計図書との対比

試験杭 ＋

(一) １回／10本

(重) １回／ 5本

試験杭 ＋

(一) １回／10本

(重) １回／ 5本

(一) １回／10本

(重) １回／ 5本

 掘削完了時  長さ、支持地盤

 深礎工

 オープンケーソン
 　基礎工
 ニューマチック
 　ケーソン基礎工

 施工完了時
 基準高、偏心量、
 杭径

 グラウト注入時  使用材料、使用量

 場所打杭工

 リバース杭
 オールケーシング杭
 アースドリル杭
 大口径杭

 掘削完了時  掘削長、支持地盤

 鉄筋組立て完了時
 使用材料、
 設計図書との対比

 施工完了時
 基準高、偏心量、
 杭径

 杭頭処理完了時  杭頭処理状況

 打込完了時(打込杭)  基準高、偏心量

 杭頭処理完了時  杭頭処理状況

 打込時
 使用材料、長さ、
 杭の支持力

 打込完了時(打込杭)  基準高、偏心量

 既製コンクリート杭
 鋼管杭
 Ｈ鋼杭

 既製杭工  掘削長、
 杭の先端土質

 施工完了時(中堀杭)  基準高、偏心量

 杭頭処理完了時  杭頭処理状況

 鋼管井筒基礎工

 打込時
 使用材料、長さ、
 杭の支持力

 掘削完了時(中堀杭)
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段階確認一覧表（頻度・確認項目）一般土木
　(一)：一般監督

太枠内は共通仕様書(表１－１)記載事項 　(重)：重点監督

種　　別 細　　別 確認時期 確認項目確認の頻度

 置換工
(重要構造物)

 掘削完了時 １回／１構造物
 使用材料、幅、
 延長、置換厚、
 支持地盤

 築堤・護岸工  法線設置完了時 １回／１法線  法線設置状況

 砂防ダム  法線設置完了時 １回／１法線  法線設置状況

 法覆工
(覆土施工がある場合)

 覆土前 １回／１工事
 設計図書との対比
(不可視部分の出来形)

 基礎工・根固工  設置完了時 １回／１工事
 設計図書との対比
(不可視部分の出来形)

 土(岩)質の変化した
 時

１回／
　土(岩)質の変化時

 土(岩)質の変化位置

 床堀掘削完了時 １回／１構造物
 支持地盤
(直接基礎)

(一) 30%程度／１構造物

(重) 60%程度／１構造物

 埋戻し前 １回／１構造物
 設計図書との対比
(不可視部分の出来形)

 躯体工
 ＲＣ躯体工

 沓座の位置決定時 １回／１構造物  沓座の位置

(一) 30%程度／１構造物

(重) 60%程度／１構造物

 綱橋
 仮組立て完了時
(仮組立てが省略とな
 る場合を除く）

１回／１構造物
 キャンバー、
 寸法等

(一)  5%程度／総ｹｰﾌﾞﾙ数

(重) 10%程度／総ｹｰﾌﾞﾙ数

(一) 10%程度／総ｹｰﾌﾞﾙ数

(重) 20%程度／総ｹｰﾌﾞﾙ数

(一) 30%程度／１構造物

(重) 60%程度／１構造物

 トンネル掘削工
 土(岩)質の変化した
 時

１回／
　土(岩)質の変化時

 土(岩)質の変化位置

 トンネル支保工
 支保工完了時
(支保工変更毎)

１回／支保工変更毎
 吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ厚、
 ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ本数,長さ

 コンクリート打設前

１回／構造の変化毎
※ただし地山等級が
　Ｄ又はＥの場合は
　１回／３打設毎と
　のどちらか多い方

 巻立空間

(一) １回／２００ｍ

(重) １回／１００ｍ

 トンネル
 　インバート工

 鉄筋組立て完了時
１回／
　　構造物の変化毎

 設計図書との対比

 コンクリート打設後

 トンネル覆工

 出来形寸法

 護岸工

 重要構造物
 　函渠工
　(樋門・樋管含む)
 　躯体工(橋台)
 　ＲＣ躯体工(橋脚)
 　橋脚フーチング工
 　ＲＣ擁壁
 　砂防ダム
 　堰本体工
 　排水機場本体工
 　水門工
 　共同溝本体工

 ポストテンション
 　Ｔ(Ｉ)桁製作工
 プレビーム桁製作工
 プレキャストブロッ
 　ク桁組立工
 ＰＣホロースラブ
 　製作工
 ＰＣ版桁製作工
 ＰＣ箱桁製作工
 床版・横組工

 床版工

 鉄筋組立て完了時
 使用材料、
 設計図書との対比

 鉄筋組立て完了時
 使用材料、
 設計図書との対比

 ＰＣ綱線・鉄筋組立
 完了時
(工場製作除く)

 プレストレスト導入
 完了時
 縦締め作業完了時

 プレストレスト導入
 完了時
 横締め作業完了時

 設計図書との対比

 設計図書との対比

 使用材料、
 設計図書との対比
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55



段階確認一覧表（頻度・確認項目）一般土木
　(一)：一般監督

太枠内は共通仕様書(表１－１)記載事項 　(重)：重点監督

種　　別 細　　別 確認時期 確認項目確認の頻度

 フーチング定着
 　アンカー穿孔工

 フーチング定着
 アンカー穿孔完了時

１回／箇所(橋脚毎)
 削孔長、径、間隔、
 孔内状況

 板取付け工
 　固定アンカー工

 鋼板建込み固定
 　アンカー完了時

１回／箇所(橋脚毎)

 施工図との照合
 (鋼板割付・形状・
          継手形状）
 材片の組合せ精度

 溶接前 １回／工事

 仮付け溶接前の開先
 面の清掃と乾燥状況
 仮付け溶接の寸法・
 外観状況

 溶接完了時 １回／工事  溶接部の外観状況

 塗装前 １回／工事
 鋼板面の
 素地調整状況

 塗装完了時 １回／工事  外観状況

 ダム工  各工事ごと別途定める  各工事ごと別途定める

 鋼板巻立て工
 現場溶接工

 現場塗装工

一般土木-4 
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段階確認一覧表（頻度・確認項目）港湾・漁港
　(一)：一般監督

太枠内は共通仕様書(表１－１)記載事項 　(重)：重点監督

種　　別 細　　別 確認時期 確認項目

 浚渫（土砂）  掘削完了時 １回／工事  設計図書との対比

 掘削前 １回／工事  岩盤線の確認

 掘削完了時 １回／工事  設計図書との対比

 床掘（土砂）  掘削完了時 １回／工事  設計図書との対比

 掘削前 １回／工事  岩盤線の確認

 掘削完了時 １回／工事  設計図書との対比

(一)
１回／
  5000m3･工事･産地

(重)
１回／
  2500m3･工事･産地

 施工完了時 １回／工事

(一) １回／200本

(重) １回／100本

(一) １回／工事

(重) １回／100本

 施工前 １試験練り／工事

(一) １回／200本

(重) １回／100本

(一) １回／工事

(重) １回／100本

(一) １回／工事

(重) ２回／工事

(一)

〔規格石〕
１回／2000m3
　 ･規格･産地･工事
〔無選別石〕
１回／5000m3
　 ･規格･産地･工事

(重)

〔規格石〕
１回／1000m3
　 ･規格･産地･工事
〔無選別石〕
１回／2500m3
　 ･規格･産地･工事

 均し、投入  完了時 １回／規格・工事
 設計図書との対比
 基準高、幅、勾配

 打込み時

 打込み完了時

(一) １回／工事

(重) ２回／工事

 完了時 １回／工事

 浚渫及び床掘

 地盤改良

 置き換え
 敷砂・砕石マット
 載荷

 サンドドレーン
 砕石ドレーン
 ペーパードレーン
 サンドコンパク
 　ションパイル
 ロッドコンパク
 　ション

 浚渫（岩）

 床掘（岩）

 深層混合処理

 マット

 捨石及び均し

 施工時

 完了時

 施工時

 基礎
 被覆及び根固め
 裏込め

 施工時

 控工
 施工時

 設計図書との対比

 杭及び矢板

 鋼管杭
 コンクリート杭
 鋼矢板及び鋼管矢板
 コンクリート矢板

一般土木に同じ  一般土木に同じ

 控工

 施工時
 使用材料、
 設計図書との対比

確認の頻度

 使用材料、寸法

 使用材料、寸法

 使用材料、
 打込長、基準高、
 施工位置

 施工時

 完了時

 使用材料、
 打込長、基準高、
 施工位置

港湾漁港-1 
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段階確認一覧表（頻度・確認項目）港湾・漁港
　(一)：一般監督

太枠内は共通仕様書(表１－１)記載事項 　(重)：重点監督

種　　別 細　　別 確認時期 確認項目確認の頻度

 コンクリート
 　ミキサー船
 現場練り
 　コンクリート

 施工前 １試験練り／工事
 使用材料、ｽﾗﾝﾌﾟ、
 空気量、強度、
 塩分量

(一) 30%程度／１構造物

(重) 60%程度／１構造物

 水中コンクリート  完了時 １回／工事  設計図書との対比

(一)
２回／函
(但し、底版の配筋
 は確認必須)

(重)
４回／函
(但し、底版の配筋
 は確認必須)

 完了時 １回／函  外観・寸法

 ケーソン据付  完了時 １回／函  設計図書との対比

(一) 30%程度／１構造物

(重) 60%程度／１構造物

 完了時 １回／種類･工事  規格・外観・寸法

 方塊・異形ブロック
 　据付

 完了時 １回／工事  設計図書との対比

(一) １回／工事

(重) ２回／工事

 完了時 １回／工事  設計図書との対比

 蓋コンクリート  完了時 １回／工事  設計図書との対比

 上部コンクリート  上部コンクリート  完了時 １回／工事
 使用材料、
 設計図書との対比

 係船柱及び
 　係船環防舷材
 車止め
 (縁金物を含む)

 完了時 １回／工事
 使用材料、
 設計図書との対比

(一) １回／工事

(重) ２回／工事

 完了時 １回／工事  設計図書との対比

 溶接  完了時 １回／工事

 ガス切断  完了時 １回／工事

(一) １回／工事

(重) ２回／工事

 完了時 １回／工事

(一) １回／工事

(重) ２回／工事

 使用材料、
 設計図書との対比

 鉄筋工  組立完了時
 コンクリート工

 ケーソン
 ケーソン製作

 施工時
 使用材料、
 設計図書との対比

 コンクリート
 　ブロック

 方塊・異形ブロック
 　製作

 鉄筋組立完了時
(構造鉄筋がある場合)

 使用材料、
 設計図書との対比

 中詰
 施工時  設計図書との対比

 中詰

 防食

 付属工
 施工時  使用材料、設計図

 設計図書との対比 溶接及び切断

 施工時
 埋立及び裏埋

 使用材料、
 設計図書との対比

 設計図書との対比 汚濁防止膜工  施工時

港湾漁港-2 

58



段　階　確　認　書

受注者記入欄

１．工 事 名 ：

２．確認種別 ：

３．確認事項 ：

上記について、段階確認をお願いします。

現場代理人 ㊞

確認者記入欄

４．確 認 日 ： 　平成　 年　 月　 日

５．確 認 者 ： （自著）

６．確認方法 ： 　 臨 場　・　机 上

７．確認結果 ：

監督員記入欄（※確認者が監督員以外の場合に記入）

上記について、確認しました。

　　監督員 ㊞平成   年   月   日

平成   年   月   日
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段　階　確　認　書（記入例①）
確認者が監督員の場合

受注者記入欄（あらかじめ記載及び押印を行っておく）

１．工 事 名 ：

２．確認種別 ：

３．確認事項 ：

上記について、段階確認をお願いします。

現場代理人 ㊞

確認者記入欄（現場において手書き記入する）

△△　△△平成△年△月△日

　鋼管杭の打込完了状況（No.   ～No.    ）

　○○○○線道路改良工事（１工区）

　鋼管杭の打込前状況（No.   ～No.    ）

　既製杭工

△
△

４．確 認 日 ： 　平成○年○月○日

５．確 認 者 ：   ○○　○○ （自著）

６．確認方法 ： 　 臨 場　・　机 上

７．確認結果 ： 　別紙の通り

監督員記入欄（※確認者が監督員以外の場合に記入）

上記について、確認しました。

　監督員 ㊞平成   年   月   日
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段　階　確　認　書（記入例②）
確認者が監督員以外の場合

受注者記入欄（あらかじめ記載及び押印を行っておく）

１．工 事 名 ：

２．確認種別 ：

３．確認事項 ：

上記について、段階確認をお願いします。

現場代理人 ㊞

確認者記入欄（現場において手書き記入する）

△△　△△平成△年△月△日

　鋼管杭の打込完了状況（No.   ～No.    ）

　○○○○線道路改良工事（１工区）

　鋼管杭の打込前状況（No.   ～No.    ）

　既製杭工

△
△

４．確 認 日 ： 　平成○年○月○日

５．確 認 者 ：   ○○　○○ （自著）

６．確認方法 ： 　 臨 場　・　机 上

７．確認結果 ： 　別紙の通り

監督員記入欄（※確認者が監督員以外の場合に記入）

上記について、確認しました。

　監督員 ㊞○○　○○平成○年○月○日 ○
○

61



参考資料

段階確認の実施要領〔主な改定内容〕

１．段階確認書の様式と運用

　以前は、各段階確認毎に１枚の段階確認書を作成していたが、平成１９年度の改訂で、書類
枚数の減のため一覧表形式に変更し、これまで運用してきた。

　しかし、土(岩)質の変更時など現場状況に応じてあとで追加となる段階確認もあるため、以
下のような手間が生じたり、結局は各段階毎に１枚(１～２行)の段階確認書を作成する運用と
するなど、かえって煩雑な状態となっていた。

・当初の段階確認以外(２行目以降)は全て手書きでの記入となる。
・水濡れや汚損などの理由で再度作り直す(サインもし直す)ことがある。
・段階確認資料に、一覧表の連番に応じたインデックスを作成する必要が生じた。

　このため、各段階確認毎に１枚の段階確認書を用いる旧来の方法に変更した。

　なお、旧来の様式では、「請負者からの予定の報告」や「発注者からの予定の通知」につい
ても同様式で処理させ、書類の往復が生じていたが、これらの日程の調整等は、前回の改定ど
おり電話等で行うものとし、「確認内容や結果」のみを１枚の様式で残すこととした。
（ただし、日程の調整は、確認可能日の概ね７日前までに行うことを共通仕様書に規定した。）

２．現場技術員等が行う段階確認

　現場技術業務の増加に伴い、監督職員以外の者（現場技術員等）が段階確認作業を行う場合
の要領を追記した。

３．段階確認時の写真撮影

　これまでの要領では、段階確認の実施状況の写真撮影及び検査時の提出を求めていたが、監
督職員(又は現場技術員)が現場を確認し、段階確認書にサイン(又は監督職員が押印)もするの
で、書類簡素化の観点から、段階確認の実施状況の写真撮影及び提出は廃止した。

　ただし、廃止するのは実施状況の写真であり、請負者は、長崎県施工管理基準に基づく写真
管理（不可視部分の撮影等）を免れるものではない。

４．段階確認の頻度

　国交省の基準の改訂に伴い、トンネル覆工の確認時期，確認の頻度，確認項目を変更した。

５．段階確認書の提出時期

　検査時としていた提出時期を、完成時（工事写真や管理図等と同様に「工事完成通知書」の
添付書類として）に変更した。

６．共通仕様書の改訂

　上記理由１～５に伴い、共通仕様書（第１編１－１－２２－５）も改訂した。

７．施工状況の把握

　段階確認の頻度等とあわせて「施工状況の把握」の頻度等も定めていたが、これを数値とし
ての規定は行わないこととした。

　なお、監督職員は、施工状況の把握を適宜行い、工事品質の確保に努めること。
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様
式
１
再
生
資
源
利
用
計
画
書
　
－
建
設
資
材
搬
入
工
事
用
－

－
「
塩
化
ビ
ニ
ル
管
・
継
手
」
、
「
石
膏
ボ
ー
ド
」
等
追
加
版
－

請
負
会
社
コ
ー
ド
＊
2

大
臣

発
注
機
関
コ
ー
ド
＊
1

知
事

千
百
十

千
百
十

工
事
種
別
コ
ー
ド
*
3

億
億
億
億
万
万
万
万
1
万
円
未
満
四
捨
五
入

千
百
十

百
十

円
（
税
込
み
）
億
万
万
万
万

1
万
円
未
満
四
捨
五
入

万
万
万
千
百
十
一

住
所
コ
ー
ド
*
4

円
（
税
込
み
）

1
.鉄
骨
鉄
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ造

2
.鉄
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ造

3
.鉄
骨
造

（
再
生
資
源
の
利

（
数
字
に
○
を
つ
け
る
）
4
.ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄﾌ
ﾞﾛ
ｯ
ｸ
造

5
.木
造

6
.そ
の
他

用
に
関
す
る
特
記

建
築
・
解
体
工
事
の
み

1
.居
住
専
用

2
.居
住
産
業
併
用

3
.事
務
所

事
項
等
）

右
欄
に
記
入
し
て
下
さ
い

（
数
字
に
○
を
つ
け
る
）
4
.店
舗

5
.工
場
、
作
業
所

6
.倉
庫

7
.学
校

8
.病
院
診
療
所

9
.そ
の
他

2
.建
設
資
材
利
用
計
画

左
記
の
う
ち
、
再
生
資
材
の
利
用
状
況

（
再
生
資
材
を
利
用
し
た
場
合
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

再
生
資
材
利
用
量
（
Ｂ
）

小
数
点
第
一
位
ま
で

小
数
点
第
一
位
ま
で
（
注
1
）

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

締
め
ｍ
3

締
め
ｍ
3

％

締
め
ｍ
3

締
め
ｍ
3

％

締
め
ｍ
3

締
め
ｍ
3

％

ｍ
3

ｍ
3

％

ｍ
3

ｍ
3

％

ｍ
3

ｍ
3

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

コ
ー
ド
*
5

コ
ー
ド
*
6

コ
ー
ド
*
7

コ
ー
ド
*
8

コ
ー
ド
*
9

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
に
つ
い
て

再
生
資
材
の
供
給
元
に
つ
い
て

施
工
条
件
に
つ
い
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て

1
.生
コ
ン

2
.無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
3
.そ
の
他

1
.表
層

2
.基
層

1
.現
場
内
利
用

1
.再
生
材
の
利
用
の
指
示
あ
り

1
.再
生
生
コ
ン

2
.再
生
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
3
.そ
の
他

コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び
鉄
か
ら
成
る
建
設
資
材
に
つ
い
て

3
.上
層
路
盤

4
.歩
道

2
.他
の
工
事
現
場
（
陸
上
）

2
.再
生
材
の
利
用
の
指
示
な
し

コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び
鉄
か
ら
成
る
建
設
資
材
に
つ
い
て

1
.有
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
2
.そ
の
他

5
.そ
の
他
（
駐
車
場
舗
装
、
敷
地
内
舗
装
等
）

3
.他
の
工
事
現
場
（
海
上
）

1
.再
生
有
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
2
.そ
の
他

木
材
に
つ
い
て

土
砂
に
つ
い
て

4
.再
資
源
化
施
設

木
材
に
つ
い
て

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
等
で
、
利
用
し
た

1
.木
材
（
ボ
ー
ド
類
を
除
く
）
2
.木
質
ボ
ー
ド

1
.道
路
路
体

2
.路
床

3
.河
川
築
堤

・
土
質
改
良
プ
ラ
ン
ト

1
.再
生
木
材
（
ボ
ー
ド
類
を
除
く
）

2
.再
生
木
質
ボ
ー
ド

再
生
材
（
製
品
）
の
中
に
、
新
材
が
混
入
し

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
に
つ
い
て

4
.構
造
物
等
の
裏
込
材
、
埋
戻
し
用

5
.ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
に
つ
い
て

て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
新
材
混
入
分
を

1
.粗
粒
度
ア
ス
コ
ン

2
.密
粒
度
ア
ス
コ
ン

5
.宅
地
造
成
用

6
.水
面
埋
立
用

6
.そ
の
他

1
.再
生
粗
粒
度
ア
ス
コ
ン

2
.再
生
密
粒
度
ア
ス
コ
ン

含
ん
だ
再
生
資
材
（
製
品
）
の
利
用
量
を

3
.細
粒
度
ア
ス
コ
ン

4
.開
粒
度
ア
ス
コ
ン

7
.ほ
場
整
備
（
農
地
整
備
）

3
.再
生
細
粒
度
ア
ス
コ
ン

4
.再
生
開
粒
度
ア
ス
コ
ン

記
入
し
て
下
さ
い
。

5
.改
質
ア
ス
コ
ン

6
.ア
ス
フ
ァ
ル
ト
モ
ル
タ
ル

8
.そ
の
他
（
具
体
的
に
記
入
）

5
.再
生
改
質
ア
ス
コ
ン

6
.再
生
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
モ
ル
タ
ル

7
.加
熱
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
安
定
処
理
路
盤
材
8
.そ
の
他

砕
石
に
つ
い
て

7
.再
生
加
熱
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
安
定
処
理
路
盤
材
8
.そ
の
他

土
砂
に
つ
い
て

1
.舗
装
の
下
層
路
盤
材

土
砂
に
つ
い
て

1
.第
一
種
建
設
発
生
土

2
.第
二
種
建
設
発
生
土

3
.第
三
種
建
設
発
生
土

2
.舗
装
の
上
層
路
盤
材

1
.第
一
種
建
設
発
生
土

2
.第
二
種
建
設
発
生
土

3
.第
三
種
建
設
発
生
土

4
.第
四
種
建
設
発
生
土

5
.浚
渫
土

6
.土
質
改
良
土

3
.構
造
物
の
裏
込
材
、
基
礎
材

4
.第
四
種
建
設
発
生
土

5
.浚
渫
土

6
.土
質
改
良
土

7
.建
設
汚
泥
改
良
土

8
.再
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
砂

4
.そ
の
他
（
具
体
的
に
記
入
）

7
.建
設
汚
泥
改
良
土

8
.再
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
砂

9
.山
砂
、
山
土
等
の
購
入
土
、
採
取
土

塩
化
ビ
ニ
ル
管
・
継
手
に
つ
い
て

砕
石
に
つ
い
て

砕
石
に
つ
い
て

1
.水
道
（
配
水
）
用

2
.下
水
道
用
3
.ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
用

1
.再
生
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ
ン
2
.再
生
粒
度
調
整
砕
石

3
.鉱
さ
い

1
.ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ
ン

2
.粒
度
調
整
砕
石

3
.鉱
さ
い
4
.単
粒
度
砕
石

4
.農
業
用

5
.設
備
用

6
.そ
の
他

4
.そ
の
他

5
.ぐ
り
石
、
割
ぐ
り
石
、
自
然
石
6
.そ
の
他

石
膏
ボ
ー
ド
に
つ
い
て

塩
化
ビ
ニ
ル
管
・
継
手
に
つ
い
て

塩
化
ビ
ニ
ル
管
・
継
手
に
つ
い
て

1
.壁

2
.天
井

3
.そ
の
他

1
.再
生
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管

2
.そ
の
他

1
.硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管

2
.そ
の
他

そ
の
他
の
建
設
資
材
に
つ
い
て

そ
の
他
の
建
設
資
材
に
つ
い
て

石
膏
ボ
ー
ド
に
つ
い
て

（
利
用
用
途
を
具
体
的
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

（
利
用
量
の
多
い
上
位
２
品
目
の
再
生
資
材
名
称
を
具
体
的
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

1
.石
膏
ボ
ー
ド

2
.シ
ー
ジ
ン
グ
石
膏
ボ
ー
ド

3
.強
化
石
膏
ボ
ー
ド

4
.化
粧
石
膏
ボ
ー
ド

5
.石
膏
ラ
ス
ボ
ー
ド

6
.そ
の
他

そ
の
他
の
建
設
資
材
に
つ
い
て

（
利
用
量
の
多
い
上
位
２
品
目
を
具
体
的
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

建
　
設
　
資
　
材
　
（
新
材
を
含
む
全
体
の
利
用
状
況
）

平
成

年
日

工
 事
 概
 要
 等

施
工
条
件
の
内
容

注
：
コ
ー
ド
＊
5
～
9
は
下
記
欄
外
の
コ
ー
ド
表
よ
り
数
字
を
選
ん
で
下
さ
い
。

合
　
　
　
計

コ
ー
ド
*
6

合
　
　
　
計

コ
ン
ク
リ
ー
ト

混
合
物

合
　
　
　
計

木
　
材

合
　
　
　
計

分
　
類

そ の 他 の 建 設 資 材

小
 分
 類

合
　
　
　
計

塩
化
ビ
ニ
ル
管

合
　
　
　
計

主
な
利
用
用
途

特 定 建 設 資 材

コ
ー
ド
＊
5

コ
ン
ク
リ
ー
ト

及
び
鉄
か
ら

成
る
建
設
資

材

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

土
　
砂

合
　
　
　
計

合
　
　
　
計

合
　
　
　
計

砕
　
石

石
膏
ボ
ー
ド

建
設
資
材

そ
の
他
の

・
継
手

供
給
元
施
工
条
件

規
　
格

再
生
資
材
の
供
給
元
施
設
、
工
事
等
の
名
称

コ
ー
ド
*
7
コ
ー
ド
*
8

種
類

利
　
用
　
量
（
A
)

内
容

工
事
施
工
場
所

都
道

市

府
県

町

裏
面
に
も
ご
記
入
下
さ
い

注
1
:再
生
資
材
利
用
量
に
つ
い
て

日

地
下 再
生
資
源

階
　
数

※
解
体
工
事
に
つ
い
て
は
、
建
築
面
積
を
ご
記
入
い
た
だ
か
な
く
て
も
結
構
で
す
。

㎡

号

T
E
L

F
A
X

発
 注
 機
 関
 名

担
当
者

工
事
責
任
者

T
E
L

(
)

会
 社
 所
 在
 地

建
設
業
許
可
ま
た
は

解
体
工
事
業
登
録

調
査
票
記
入
者

1
.工
事
概
要

表
面

月

工
　
事
　
名

発
注
担
当
者
チ
ェ
ッ
ク
欄

記
入
年
月
日

Ｈ
.

年

　
　
　
 (
　
　
　
　
　
)

　
　
　
 (
　
　
　
　
　
)

請
負
金
額

建
 築
 面
 積

階

再
生
資
材
の
名
称

地
上

階
㎡

延
 床
 面
 積

利
用
率

構
造

使
途

村
平
成

年

B
/
A
×
1
0
0

コ
ー
ド
*
9

*
4

月

住
所
コ
ー
ド

再
生
資
材
の
供
給
元
場
所
住
所

左
記
金
額
の
う
ち
特
定
建
設
資
材
廃
棄
物
の
再
資
源
化
等
に
要
し
た
費
用

0
,0
0
0

工
　
期

平
成

0
,0
0
0

再
資
源
化
等
が
完
了
し
た
年
月
日

月
日
ま
で

日
か
ら

灰
色
の
部
分
は
、
記
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

月
年

区

－

請
 負
 会
 社
 名

記
載
例
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様
式
２
再
生
資
源
利
用
促
進
計
画
書
　
－
建
設
副
産
物
搬
出
工
事
用
－

建
築
工
事
に
お
い
て
、
解
体
と
新
築
工
事
を
一
体
的
に
施
工
す
る
場
合
は
、
解
体
分
と

1
.工
事
概
要

表
面
（
様
式
１
）
に
必
ず
ご
記
入
下
さ
い

新
築
分
の
数
量
を
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
別
に
様
式
を
作
成
し
て
下
さ
い
。

2
.建
設
副
産
物
搬
出
計
画

現
場
内
利
用
の
欄
に
は
、
発
生
量
の
う
ち
、
現
場
内
で
利
用
し
た
も
の
に
つ
い
て
ご
記
入
下
さ
い
。

コ
ー
ド
*
1
4
（
コ
ー
ド
*
1
3
で
「
8
.建
設
発
生
土
受
入
地
」
を
選
択
し
た
場
合
の
み
記
入
）

1
. 山
砂
利
等
採
取
跡
地

2
.池
沼
等
の
水
面
埋
立

3
.谷
地
埋
立
4
.農
地
受
入
5
.そ
の
他

搬
出
先
受
入
地

の
種
類
の
用
途

ｺ
ｰ
ﾄﾞ

ｺ
ｰ
ﾄﾞ

2
ヶ
所
ま
で
記
入
で
き
ま
す
。
3
ヶ
所
以
上
に

ど
ち
ら
か
に
○
を

ｺ
ｰ
ﾄﾞ

ｺ
ｰ
ﾄﾞ

②
+
③
+
⑤

*
1
0

*
1
1

わ
た
る
時
は
、
用
紙
を
換
え
て
下
さ
い
。

付
け
て
下
さ
い

千
百
十
一

*
1
3

*
1
4

（
注
２
）

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

％

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

％

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

％

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

％

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

％

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

％

コ
ー
ド
*
1
0

コ
ー
ド
*
1
1

コ
ー
ド
*
1
2

コ
ー
ド
*
1
3
（
詳
細
は
「
表
１
１
」
参
照
の
こ
と
）

1
.路
盤
材

2
.裏
込
材

1
.焼
却

2
.脱
水

施
工
条
件
に
つ
い
て

3
.埋
戻
し
材

3
.天
日
乾
燥

1
.Ａ
指
定
処
分

4
. そ
の
他
（
具
体
的
に
記
入
）

4
.そ
の
他
（
具
体
的
に
記
入
）

（
発
注
時
に
指
定
さ
れ
た
も
の
）

1
.他
の
工
事
現
場
（
内
陸
：
公
共
、
民
間
を
含
む
）

6
.最
終
処
分
場
（
海
面
処
分
場
）

現
場
外
搬
出
量
④
の
う
ち
、
搬
出
先
の
種
類

2
.Ｂ
指
定
処
分
（
も
し
く
は
準
指
定
処
分
）

2
.中
間
処
理
施
設
（
焼
却
以
外
）
・
土
質
改
良
プ
ラ
ン
ト

7
.最
終
処
分
場
（
内
陸
処
分
場
）

（
コ
ー
ド
*
1
3
）
が
1
.～
5
.の
合
計

（
発
注
時
に
は
指
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、

3
.売
却
（
工
事
請
負
会
社
が
建
設
副
産
物
を
売
却
し
、

8
.建
設
発
生
土
受
入
地

発
注
後
に
設
計
変
更
し
指
定
処
分
と
さ
れ
た
も
の
）

代
金
を
得
た
場
合
）

9
.建
設
発
生
土
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
再
利
用
工
事
未
定
）

3
.自
由
処
分

4
. 建
設
発
生
土
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
再
利
用
工
事
が
決
ま
っ
て
い
る

1
0
.中
間
処
理
施
設
（
焼
却
）

場
合
）

1
1
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
記
入
）

5
.他
の
工
事
現
場
（
海
面
埋
立
、
海
岸
、
海
浜
事
業
含
む
）

搬
出
先
場
所
住
所

施
工
条
件

の
内
容

搬
出
先
1

搬
出
先
名
称

運
搬
距
離

ｺ
ｰ
ﾄﾞ
＊
1
2

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

搬
出
先
1

裏
面

土
建
設
発
生
土

建  設  廃  棄  物

金
属
く
ず

紙
く
ず

ｱ
ｽ
ﾍ
ﾞｽ
ﾄ

（
飛
散
性
）

そ
の
他
が
れ
き
類

建
設
汚
泥

建
設
混
合
廃
棄
物

（
％
）

①
利
用
促
進
量

再
生
資
源
利
用

⑤
再
生
資
源

促
　
進
　
率

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

④
現
場
外
搬
出
量

住
所
コ
ー
ド

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

*
4

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

う
ち
現
場
内

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

注
2
:再
生
資
源
利
用
促
進
量
に
つ
い
て

再
　
生
　
資
　
源
　
利
　
用
　
促
　
進

最
　
終
　
処
　
分
　
場
　
・
　
そ
　
の
　
他

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

建
建
設
発
生
土

建
設
発
生
土

第
　
三
　
種

第
　
四
　
種

搬
出
先
2

搬
出
先
2

生

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

浚
渫
土

搬
出
先
1

建
 設
 副
 産
 物

現
場
内
利
用
・
減
量

①
発
生
量

現
　
場
　
外
　
搬
　
出
　
に
　
つ
　
い
　
て

減
　
量
　
化

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

（
伐
木
材
、
除
根
材

な
ど
）

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

（
廃
塩
化
ビ
ニ
ル

管
・
継
手
を
除
く
）

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

廃
石
膏
ボ
ー
ド

建
設
発
生
木
材

特 定 建 設

資 材 廃 棄 物
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

建
設
発
生
木
材

公
共
　
民
間

そ
の
他
の
分
別

さ
れ
た
廃
棄
物

（
）

現
　
場
　
内
　
利
　
用

の
　
種
　
類

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

小
数
点
第
一
位
ま
で

廃
塩
化
ビ
ニ

ル
管
・
継
手

う
ち
現
場
内

場
外
搬
出
時

小
数
点
第
一
位
ま
で

（
）

搬
出
先
1

の
性
状

減
量
法
③
減
量
化
量

=
②
+
③
+
④

用
途

改
良
分

場
外
搬
出
量
の
多
い
上
位
２
品
目
を
具
体
的
に
記
入
し
て
下
さ
い

そ
の
他
の
分
別

さ
れ
た
廃
棄
物

設 発

合
　
計

第
　
二
　
種

建
設
発
生
土

第
　
一
　
種

（
木
材
が
廃
棄
物
に

な
っ
た
も
の
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

記
載
例

小
数
点
第
一
位
ま
で

小
数
点
第
一
位
ま
で

小
数
点
第
一
位
ま
で

（
掘
削
等
）

小
数
点
第
一
位
ま
で

灰
色
の
部
分
は
、
記
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

区
分

②
利
用
量

改
良
分
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様
式
１
再
生
資
源
利
用
実
施
書
　
－
建
設
資
材
搬
入
工
事
用
－

－
「
塩
化
ビ
ニ
ル
管
・
継
手
」
、
「
石
膏
ボ
ー
ド
」
等
追
加
版
－

請
負
会
社
コ
ー
ド
＊
2

大
臣

発
注
機
関
コ
ー
ド
＊
1

知
事

千
百
十

千
百
十

工
事
種
別
コ
ー
ド
*
3

億
億
億
億
万
万
万
万
1
万
円
未
満
四
捨
五
入

千
百
十

百
十

円
（
税
込
み
）
億
万
万
万
万

1
万
円
未
満
四
捨
五
入

万
万
万
千
百
十
一

住
所
コ
ー
ド
*
4

円
（
税
込
み
）

1
.鉄
骨
鉄
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ造

2
.鉄
筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ造

3
.鉄
骨
造

（
再
生
資
源
の
利

（
数
字
に
○
を
つ
け
る
）
4
.ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄﾌ
ﾞﾛ
ｯ
ｸ
造

5
.木
造

6
.そ
の
他

用
に
関
す
る
特
記

建
築
・
解
体
工
事
の
み

1
.居
住
専
用

2
.居
住
産
業
併
用

3
.事
務
所

事
項
等
）

右
欄
に
記
入
し
て
下
さ
い

（
数
字
に
○
を
つ
け
る
）
4
.店
舗

5
.工
場
、
作
業
所

6
.倉
庫

7
.学
校

8
.病
院
診
療
所

9
.そ
の
他

2
.建
設
資
材
利
用
実
施

左
記
の
う
ち
、
再
生
資
材
の
利
用
状
況

（
再
生
資
材
を
利
用
し
た
場
合
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

再
生
資
材
利
用
量
（
Ｂ
）

小
数
点
第
一
位
ま
で

小
数
点
第
一
位
ま
で
（
注
1
）

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

締
め
ｍ
3

締
め
ｍ
3

％

締
め
ｍ
3

締
め
ｍ
3

％

締
め
ｍ
3

締
め
ｍ
3

％

ｍ
3

ｍ
3

％

ｍ
3

ｍ
3

％

ｍ
3

ｍ
3

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

ト
　
ン

ト
　
ン

％

コ
ー
ド
*
5

コ
ー
ド
*
6

コ
ー
ド
*
7

コ
ー
ド
*
8

コ
ー
ド
*
9

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
に
つ
い
て

再
生
資
材
の
供
給
元
に
つ
い
て

施
工
条
件
に
つ
い
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て

1
.生
コ
ン

2
.無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
3
.そ
の
他

1
.表
層

2
.基
層

1
.現
場
内
利
用

1
.再
生
材
の
利
用
の
指
示
あ
り

1
.再
生
生
コ
ン

2
.再
生
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
3
.そ
の
他

コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び
鉄
か
ら
成
る
建
設
資
材
に
つ
い
て

3
.上
層
路
盤

4
.歩
道

2
.他
の
工
事
現
場
（
陸
上
）

2
.再
生
材
の
利
用
の
指
示
な
し

コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び
鉄
か
ら
成
る
建
設
資
材
に
つ
い
て

1
.有
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
2
.そ
の
他

5
.そ
の
他
（
駐
車
場
舗
装
、
敷
地
内
舗
装
等
）

3
.他
の
工
事
現
場
（
海
上
）

1
.再
生
有
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
2
.そ
の
他

木
材
に
つ
い
て

土
砂
に
つ
い
て

4
.再
資
源
化
施
設

木
材
に
つ
い
て

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
等
で
、
利
用
し
た

1
.木
材
（
ボ
ー
ド
類
を
除
く
）
2
.木
質
ボ
ー
ド

1
.道
路
路
体

2
.路
床

3
.河
川
築
堤

・
土
質
改
良
プ
ラ
ン
ト

1
.再
生
木
材
（
ボ
ー
ド
類
を
除
く
）

2
.再
生
木
質
ボ
ー
ド

再
生
材
（
製
品
）
の
中
に
、
新
材
が
混
入
し

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
に
つ
い
て

4
.構
造
物
等
の
裏
込
材
、
埋
戻
し
用

5
.ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
に
つ
い
て

て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
新
材
混
入
分
を

1
.粗
粒
度
ア
ス
コ
ン

2
.密
粒
度
ア
ス
コ
ン

5
.宅
地
造
成
用

6
.水
面
埋
立
用

6
.そ
の
他

1
.再
生
粗
粒
度
ア
ス
コ
ン

2
.再
生
密
粒
度
ア
ス
コ
ン

含
ん
だ
再
生
資
材
（
製
品
）
の
利
用
量
を

3
.細
粒
度
ア
ス
コ
ン

4
.開
粒
度
ア
ス
コ
ン

7
.ほ
場
整
備
（
農
地
整
備
）

3
.再
生
細
粒
度
ア
ス
コ
ン

4
.再
生
開
粒
度
ア
ス
コ
ン

記
入
し
て
下
さ
い
。

5
.改
質
ア
ス
コ
ン

6
.ア
ス
フ
ァ
ル
ト
モ
ル
タ
ル

8
.そ
の
他
（
具
体
的
に
記
入
）

5
.再
生
改
質
ア
ス
コ
ン

6
.再
生
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
モ
ル
タ
ル

7
.加
熱
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
安
定
処
理
路
盤
材
8
.そ
の
他

砕
石
に
つ
い
て

7
.再
生
加
熱
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
安
定
処
理
路
盤
材
8
.そ
の
他

土
砂
に
つ
い
て

1
.舗
装
の
下
層
路
盤
材

土
砂
に
つ
い
て

1
.第
一
種
建
設
発
生
土

2
.第
二
種
建
設
発
生
土

3
.第
三
種
建
設
発
生
土

2
.舗
装
の
上
層
路
盤
材

1
.第
一
種
建
設
発
生
土

2
.第
二
種
建
設
発
生
土

3
.第
三
種
建
設
発
生
土

4
.第
四
種
建
設
発
生
土

5
.浚
渫
土

6
.土
質
改
良
土

3
.構
造
物
の
裏
込
材
、
基
礎
材

4
.第
四
種
建
設
発
生
土

5
.浚
渫
土

6
.土
質
改
良
土

7
.建
設
汚
泥
改
良
土

8
.再
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
砂

4
.そ
の
他
（
具
体
的
に
記
入
）

7
.建
設
汚
泥
改
良
土

8
.再
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
砂

9
.山
砂
、
山
土
等
の
購
入
土
、
採
取
土

塩
化
ビ
ニ
ル
管
・
継
手
に
つ
い
て

砕
石
に
つ
い
て

砕
石
に
つ
い
て

1
.水
道
（
配
水
）
用

2
.下
水
道
用
3
.ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ
用

1
.再
生
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ
ン
2
.再
生
粒
度
調
整
砕
石

3
.鉱
さ
い

1
.ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ
ン

2
.粒
度
調
整
砕
石

3
.鉱
さ
い
4
.単
粒
度
砕
石

4
.農
業
用

5
.設
備
用

6
.そ
の
他

4
.そ
の
他

5
.ぐ
り
石
、
割
ぐ
り
石
、
自
然
石
6
.そ
の
他

石
膏
ボ
ー
ド
に
つ
い
て

塩
化
ビ
ニ
ル
管
・
継
手
に
つ
い
て

塩
化
ビ
ニ
ル
管
・
継
手
に
つ
い
て

1
.壁

2
.天
井

3
.そ
の
他

1
.再
生
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管

2
.そ
の
他

1
.硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管

2
.そ
の
他

そ
の
他
の
建
設
資
材
に
つ
い
て

そ
の
他
の
建
設
資
材
に
つ
い
て

石
膏
ボ
ー
ド
に
つ
い
て

（
利
用
用
途
を
具
体
的
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

（
利
用
量
の
多
い
上
位
２
品
目
の
再
生
資
材
名
称
を
具
体
的
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

1
.石
膏
ボ
ー
ド

2
.シ
ー
ジ
ン
グ
石
膏
ボ
ー
ド

3
.強
化
石
膏
ボ
ー
ド

4
.化
粧
石
膏
ボ
ー
ド

5
.石
膏
ラ
ス
ボ
ー
ド

6
.そ
の
他

そ
の
他
の
建
設
資
材
に
つ
い
て

（
利
用
量
の
多
い
上
位
２
品
目
を
具
体
的
に
記
入
し
て
下
さ
い
）

記
載
例

灰
色
の
部
分
は
、
記
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

月
年

左
記
金
額
の
う
ち
特
定
建
設
資
材
廃
棄
物
の
再
資
源
化
等
に
要
し
た
費
用

0
,0
0
0

工
　
期

平
成

0
,0
0
0

再
資
源
化
等
が
完
了
し
た
年
月
日

区 村
平
成

年

B
/
A
×
1
0
0

*
4

月

※
解
体
工
事
に
つ
い
て
は
、
建
築
面
積
を
ご
記
入
い
た
だ
か
な
く
て
も
結
構
で
す
。

㎡
月

建
 築
 面
 積

階

再
生
資
材
の
名
称

地
上

階
㎡

延
 床
 面
 積

利
用
率

住
所
コ
ー
ド

再
生
資
材
の
供
給
元
場
所
住
所

1
.工
事
概
要

表
面

月

工
　
事
　
名

発
注
担
当
者
チ
ェ
ッ
ク
欄

記
入
年
月
日

Ｈ
.

年

　
　
　
 (
　
　
　
　
　
)

　
　
　
 (
　
　
　
　
　
)

請
負
金
額

発
 注
 機
 関
 名

担
当
者

工
事
責
任
者

T
E
L

(
)

会
 社
 所
 在
 地

調
査
票
記
入
者

－

裏
面
に
も
ご
記
入
下
さ
い

注
1
:再
生
資
材
利
用
量
に
つ
い
て

日

地
下

構
造

使
途

再
生
資
源

階
　
数

コ
ー
ド
*
9

工
事
施
工
場
所

都
道

市

府
県

町

請
 負
 会
 社
 名

建
設
業
許
可
ま
た
は

解
体
工
事
業
登
録

号

T
E
L

F
A
X

日
ま
で

日
か
ら

供
給
元
施
工
条
件

コ
ー
ド
*
7
コ
ー
ド
*
8

種
類

利
　
用
　
量
（
A
)

内
容

土
　
砂

合
　
　
　
計

合
　
　
　
計

合
　
　
　
計

砕
　
石

石
膏
ボ
ー
ド

建
設
資
材

そ
の
他
の

・
継
手

そ の 他 の 建 設 資 材

小
 分
 類

合
　
　
　
計

塩
化
ビ
ニ
ル
管

合
　
　
　
計

主
な
利
用
用
途

特 定 建 設 資 材

コ
ー
ド
＊
5

コ
ン
ク
リ
ー
ト

及
び
鉄
か
ら

成
る
建
設
資

材

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

注
：
コ
ー
ド
＊
5
～
9
は
下
記
欄
外
の
コ
ー
ド
表
よ
り
数
字
を
選
ん
で
下
さ
い
。

合
　
　
　
計

コ
ー
ド
*
6

合
　
　
　
計

コ
ン
ク
リ
ー
ト

混
合
物

合
　
　
　
計

木
　
材

規
　
格

再
生
資
材
の
供
給
元
施
設
、
工
事
等
の
名
称

合
　
　
　
計

建
　
設
　
資
　
材
　
（
新
材
を
含
む
全
体
の
利
用
状
況
）

平
成

年

分
　
類

日
工
 事
 概
 要
 等

施
工
条
件
の
内
容

134



様
式
２
再
生
資
源
利
用
促
進
実
施
書
　
－
建
設
副
産
物
搬
出
工
事
用
－

建
築
工
事
に
お
い
て
、
解
体
と
新
築
工
事
を
一
体
的
に
施
工
す
る
場
合
は
、
解
体
分
と

1
.工
事
概
要

表
面
（
様
式
１
）
に
必
ず
ご
記
入
下
さ
い

新
築
分
の
数
量
を
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
別
に
様
式
を
作
成
し
て
下
さ
い
。

2
.建
設
副
産
物
搬
出
実
施

現
場
内
利
用
の
欄
に
は
、
発
生
量
の
う
ち
、
現
場
内
で
利
用
し
た
も
の
に
つ
い
て
ご
記
入
下
さ
い
。

コ
ー
ド
*
1
4
（
コ
ー
ド
*
1
3
で
「
8
.建
設
発
生
土
受
入
地
」
を
選
択
し
た
場
合
の
み
記
入
）

1
. 山
砂
利
等
採
取
跡
地

2
.池
沼
等
の
水
面
埋
立

3
.谷
地
埋
立
4
.農
地
受
入
5
.そ
の
他

搬
出
先
受
入
地

の
種
類
の
用
途

ｺ
ｰ
ﾄﾞ

ｺ
ｰ
ﾄﾞ

2
ヶ
所
ま
で
記
入
で
き
ま
す
。
3
ヶ
所
以
上
に

ど
ち
ら
か
に
○
を

ｺ
ｰ
ﾄﾞ

ｺ
ｰ
ﾄﾞ

②
+
③
+
⑤

*
1
0

*
1
1

わ
た
る
時
は
、
用
紙
を
換
え
て
下
さ
い
。

付
け
て
下
さ
い

千
百
十
一

*
1
3

*
1
4

（
注
２
）

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
ト
ン

ト
ン

km
ト
ン

ト
ン

％

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

％

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

％

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

％

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

％

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

km
地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

％

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

地
山
ｍ
3

％

コ
ー
ド
*
1
0

コ
ー
ド
*
1
1

コ
ー
ド
*
1
2

コ
ー
ド
*
1
3
（
詳
細
は
「
表
１
１
」
参
照
の
こ
と
）

1
.路
盤
材

2
.裏
込
材

1
.焼
却

2
.脱
水

施
工
条
件
に
つ
い
て

3
.埋
戻
し
材

3
.天
日
乾
燥

1
.Ａ
指
定
処
分

4
. そ
の
他
（
具
体
的
に
記
入
）

4
.そ
の
他
（
具
体
的
に
記
入
）

（
発
注
時
に
指
定
さ
れ
た
も
の
）

1
.他
の
工
事
現
場
（
内
陸
：
公
共
、
民
間
を
含
む
）

6
.最
終
処
分
場
（
海
面
処
分
場
）

現
場
外
搬
出
量
④
の
う
ち
、
搬
出
先
の
種
類

2
.Ｂ
指
定
処
分
（
も
し
く
は
準
指
定
処
分
）

2
.中
間
処
理
施
設
（
焼
却
以
外
）
・
土
質
改
良
プ
ラ
ン
ト

7
.最
終
処
分
場
（
内
陸
処
分
場
）

（
コ
ー
ド
*
1
3
）
が
1
.～
5
.の
合
計

（
発
注
時
に
は
指
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、

3
.売
却
（
工
事
請
負
会
社
が
建
設
副
産
物
を
売
却
し
、

8
.建
設
発
生
土
受
入
地

発
注
後
に
設
計
変
更
し
指
定
処
分
と
さ
れ
た
も
の
）

代
金
を
得
た
場
合
）

9
.建
設
発
生
土
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
再
利
用
工
事
未
定
）

3
.自
由
処
分

4
. 建
設
発
生
土
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
再
利
用
工
事
が
決
ま
っ
て
い
る

1
0
.中
間
処
理
施
設
（
焼
却
）

場
合
）

1
1
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
記
入
）

5
.他
の
工
事
現
場
（
海
面
埋
立
、
海
岸
、
海
浜
事
業
含
む
）

記
載
例

小
数
点
第
一
位
ま
で

小
数
点
第
一
位
ま
で

小
数
点
第
一
位
ま
で

（
掘
削
等
）

小
数
点
第
一
位
ま
で

灰
色
の
部
分
は
、
記
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

区
分

②
利
用
量

改
良
分

（
木
材
が
廃
棄
物
に

な
っ
た
も
の
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

場
外
搬
出
量
の
多
い
上
位
２
品
目
を
具
体
的
に
記
入
し
て
下
さ
い

そ
の
他
の
分
別

さ
れ
た
廃
棄
物

設 発

合
　
計

第
　
二
　
種

建
設
発
生
土

第
　
一
　
種

場
外
搬
出
時

小
数
点
第
一
位
ま
で

（
）

搬
出
先
1

の
性
状

減
量
法
③
減
量
化
量

=
②
+
③
+
④

用
途

改
良
分

公
共
　
民
間

そ
の
他
の
分
別

さ
れ
た
廃
棄
物

（
）

現
　
場
　
内
　
利
　
用

の
　
種
　
類

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

小
数
点
第
一
位
ま
で

廃
塩
化
ビ
ニ

ル
管
・
継
手

う
ち
現
場
内

公
共
　
民
間

廃
石
膏
ボ
ー
ド

建
設
発
生
木
材

特 定 建 設

資 材 廃 棄 物
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊

搬
出
先
1

搬
出
先
2

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

建
設
発
生
木
材

（
伐
木
材
、
除
根
材

な
ど
）

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

（
廃
塩
化
ビ
ニ
ル

管
・
継
手
を
除
く
）

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

建
 設
 副
 産
 物

現
場
内
利
用
・
減
量

①
発
生
量

現
　
場
　
外
　
搬
　
出
　
に
　
つ
　
い
　
て

減
　
量
　
化

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

浚
渫
土

搬
出
先
1

搬
出
先
2

建
建
設
発
生
土

建
設
発
生
土

第
　
三
　
種

第
　
四
　
種

搬
出
先
2

搬
出
先
2

生

注
2
:再
生
資
源
利
用
促
進
量
に
つ
い
て

再
　
生
　
資
　
源
　
利
　
用
　
促
　
進

最
　
終
　
処
　
分
　
場
　
・
　
そ
　
の
　
他

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

う
ち
現
場
内

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

④
現
場
外
搬
出
量

住
所
コ
ー
ド

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

*
4

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

（
％
）

①
利
用
促
進
量

再
生
資
源
利
用

⑤
再
生
資
源

促
　
進
　
率

裏
面

土
建
設
発
生
土

建  設  廃  棄  物

金
属
く
ず

紙
く
ず

ｱ
ｽ
ﾍ
ﾞｽ
ﾄ

（
飛
散
性
）

そ
の
他
が
れ
き
類

建
設
汚
泥

建
設
混
合
廃
棄
物

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

公
共
　
民
間

搬
出
先
1

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

搬
出
先
2

搬
出
先
1

搬
出
先
1

搬
出
先
名
称

運
搬
距
離

ｺ
ｰ
ﾄﾞ
＊
1
2

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

公
共
　
民
間

搬
出
先
場
所
住
所

施
工
条
件

の
内
容
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マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
使
い
方
を
知
 っ
て
お
こ
う
。
 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
使
い
方
を
知
 っ
て
お
こ
う
。
 

9
10

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
種
類
は
「
直
行
用
」
と「
積
替
用
」
の
2種
類
で
す
。 

た
だ
し
、排
出
事
業
者
が
書
き
起
こ
す
「
一
次
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
と
、 

中
間
処
理
業
者
が
書
き
起
こ
す
「
二
次
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
と
で
、そ
の
書
き
方
が
異
な
り
ま
す
。 

「
一
次
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
は
、排
出
事
業
者
が
書
き
起
こ
す
も
の
で
す
。
 

「
二
次
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
は
、中
間
処
理
で
発
生
し
た
産
業
廃
棄
物
の
処
理
残
さ
が
、ど
の
排
出
事
業
者
の
産
業
廃

棄
物
に
由
来
す
る
も
の
か
、明
確
に
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
も
の
で
す
。
 

二
次
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
書
き
起
こ
す
中
間
処
理
業
者
は
、一
次
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
書
き
起
こ
し
た
排
出
事
業
者
の
「
氏
名
」

ま
た
は
「
名
称
」「
一
次
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
交
付
番
号
」
を
中
間
処
理
産
業
廃
棄
物
の
欄
に
転
記
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
ま
で
の
流
れ
を
確
実
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、5
3ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
 

「
一
次
」と
「
二
次
」
の
書
き
方
の
違
い
は
？
 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
種
類
 

●
産
業
廃
棄
物
が
直
接
処
分
業
者
に
 

　
運
搬
さ
れ
る
場
合
 

●
産
業
廃
棄
物
が
処
分
業
者
に
引
き
渡
さ
れ
る
 

　
ま
で
に
積
替（
区
間
委
託
）が
行
わ
れ
る
場
合
 

※
中
間
処
理
が
2回
あ
る
場
合
、三
次
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
必
要
で
す
。
 

直
行
用
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
 

積
替
用
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
 

私
た
ち
が
書
き
起
こ
す
と
 

一
次
 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
 

私
た
ち
が
書
き
起
こ
す
と
 

二
次
 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
 

排
出
事
業
者
 

中
間
処
理
業
者
 

最
終
処
分
業
者
 

そ
れ
ぞ
れ
 

《
直
行
用
》と
、《
積
替
用
》 

を
使
い
分
け
ま
す
。
 

40
00

00
00

01
 4

2
0

0
0

0
0

0
0

0
3 

1
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直
行
用
は
7
枚
、
積
替
用
は
8

枚
の
複
写
式
で
す
。
 

直
行
用
は
7
枚
、
積
替
用
は
8

枚
の
複
写
式
で
す
。
 

 

①
直
行
用
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト（
7枚
複
写
） 

対
象
: 
産
業
廃
棄
物
が
処
分
業
者
に
直
接
運
搬
さ
れ
る
場
合
 

A
 
票
 
排
出
事
業
者
の
控
え
 

B
1 
票
 
運
搬
業
者
の
控
え
 

B
2 
票
 
運
搬
業
者
か
ら
排
出
事
業
者
に
返
送
さ
れ
、運
搬
終
了
を
確
認
 

C
1 
票
 
処
分
業
者
の
保
存
用
 

C
2 
票
 
処
分
業
者
か
ら
運
搬
業
者
に
返
送
さ
れ
、処
分
終
了
を
確
認
 

D
 
票
 
処
分
業
者
か
ら
排
出
事
業
者
に
返
送
さ
れ
、処
分
終
了
を
確
認
 

E
 
票
 
処
分
業
者
か
ら
排
出
事
業
者
に
返
送
さ
れ
、最
終
処
分
終
了
を
確
認
 

対
象
: 産
業
廃
棄
物
が
処
分
業
者
に
引
き
渡
さ
れ
る
ま
で
に
、積
替（
区
間
委
託
）が
行
わ
れ
る
場
合
 

A
 
票
 
排
出
事
業
者
の
控
え
 

B
2 
票
 
第
1区
間
の
運
搬
業
者
か
ら
排
出
事
業
者
に
返
送
さ
れ
、第
1区
間
の
運
搬
終
了
を
確
認
 

B
4 
票
 
第
2区
間
の
運
搬
業
者
か
ら
排
出
事
業
者
に
返
送
さ
れ
、第
2区
間
の
運
搬
終
了
を
確
認
 

B
6 
票
 
第
3区
間
の
運
搬
業
者
か
ら
排
出
事
業
者
に
返
送
さ
れ
、第
3区
間
の
運
搬
終
了
を
確
認
 

C
1 
票
 
処
分
業
者
の
保
存
用
 

C
2 
票
 
処
分
業
者
か
ら
運
搬
業
者
に
返
送
さ
れ
、処
分
終
了
を
確
認
 

D
 
票
 
処
分
業
者
か
ら
排
出
事
業
者
に
返
送
さ
れ
、処
分
終
了
を
確
認
 

E
 
票
 
処
分
業
者
か
ら
排
出
事
業
者
に
返
送
さ
れ
、最
終
処
分
終
了
を
確
認
 

②
 積
替
用
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト（
8枚
複
写
） 

11
12

E票
 

D
票
 

C
2票
 

C
1票
 

B
6票
 

B
4票
 

B
2票
 

E票
 

D
票
 

C
2票
 

C
1票
 

B
2票
 

B
1票
 

A
票
 

A
票
 

E票
の
裏
面
に
は
交
付
番
号
の
 

バ
ー
コ
ー
ド
が
つ
い
て
い
ま
す
。
 

E票
の
裏
面
に
は
交
付
番
号
の
 

バ
ー
コ
ー
ド
が
つ
い
て
い
ま
す
。
 

E票
の
こ
こ
に
は
、 

「
最
終
処
分
を
行
っ
た
場
所
」
が
 

記
入
さ
れ
て
返
送
さ
れ
ま
す
。 

E票
の
こ
こ
に
は
、 

「
最
終
処
分
を
行
っ
た
場
所
」
が
 

記
入
さ
れ
て
返
送
さ
れ
ま
す
。 

2
0

0
0

0
0

0
0

0
3 

1

40
00

00
00

01
 4
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排
出
事
業
者
は
何
を
す
れ
ば

い
い
の
?

排
出
事
業
者
は
何
を
す
れ
ば

い
い
の
?

13
14

 

あ
な
た
が
行
う
必
要
が
あ
る
の
は
、ま
ず
委
託
の
際
に
「
A
票
」
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る
こ
と
。 

そ
し
て
最
後
に
、最
終
処
分
を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。 

処
理
業
者
と
の
間
で
は
、事
前
の
委
託
契
約
書
の
交
換
が
不
可
欠
で
す
。（
P
35
参
照
）
 

産
業
廃
棄
物
を
引
き
渡
す
際
に
は
、排
出
事
業
者
の
担
当
者
自
ら
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
記
入
し
 

記
入
も
れ
が
な
い
よ
う
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

○
処
理
施
設
で
処
分
 

○
処
理
施
設
で
処
分
 

ま
ず
 

引
き
渡
し
の
 

　
際
に
は
･･
･ 

そ
し
て
、 

各
処
分
終
了
後
  

に
は
･･
･ 

○
処
理
施
設
へ
搬
入
 

○
積
替
施
設
へ
搬
入
 

○
処
理
施
設
へ
搬
入
 

○
積
替
保
管
 

排
出
事
業
者
が
行
う
こ
と
 

処
分
施
設
に
直
行
す
る
場
合
 

積
替
を
行
う
場
合
 

●
A
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
ま
す
。 

 

●
運
搬
の
受
託
欄
に
会
社
名
・
担
当
者
の
 

　
氏
名
が
記
入
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
 

　
後
に
、控
え「
A
票
」を
受
け
取
り
、確
実
 

　
に
保
存
し
ま
す
。 

《
直
行
用
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
場
合
》
 

《
積
替
用
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
場
合
》
 

●
運
搬
業
者
か
ら「
B
2票
」
、処
分
業
者
か
ら「
D
票
」「
E
票
」

が
戻
っ
て
き
た
ら
、そ
の
つ
ど
保
存
し
て
い
た
「
A
票
」
の
照

合
確
認
欄
に
日
付
を
記
入
し
ま
す
。 

 ●
「
A
票
」
及
び
「
B
2票
」「
D
票
」「
E
票
」
を
送
付
を
受
け
た

日
か
ら
5年
間
保
存
し
ま
す
。 

●
運
搬
業
者
か
ら
運
搬
区
間
に
応
じ
た
「
B
2票
」「
B
4票
」

「
B
6票
」
を
、処
分
業
者
か
ら「
D
票
」「
E
票
」
が
戻
っ
て
き

た
ら
、そ
の
つ
ど
保
存
し
て
い
た
「
A
票
」
の
照
合
確
認
欄
に

日
付
を
記
入
し
ま
す
。 

 ●
「
A
票
」
及
び
「
B
2票
」「
B
4票
」「
B
6票
」「
D
票
」「
E
票
」を

送
付
を
受
け
た
日
か
ら
5年
間
保
存
し
ま
す
。 

戻
っ
て
き
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
、 

照
合
・
保
存
を
 

忘
れ
ず
し
っ
か
り
ね
。 

A
票
 

A
票
 

B
2
票
 

D
票
 

E
票
 B
2
票
 

B
4
票
 

B
6
票
 

D
票
 

E
票
 

照
合
確
認
欄
 

A
票
 

照
合
確
認
欄
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廃
棄
物
の
分
類
コ
ー
ド
番
号
は
 

電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
共
通
で
す
。
 

チ
ェ
ッ
ク
デ
ィ
ジ
ット
は
、　
 コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
 

キ
ー
入
力
等
に
お
け
る
　
  エ
ラ
ー
検
出
に
利
用
し
ま
す
。
 

斜
線
部
は
、A
票
で
は
記
入
の
 

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

交
付
年
月
日
 

交
付
担
当
者
の
氏
名
 

排
出
事
業
者
の
 

名
称
・
住
所
等
 

廃
棄
物
を
排
出
し
た
 

事
業
場
の
名
称
・
所
在
地
等
 

委
託
す
る
廃
棄
物
の
 

種
類
・
数
量
等
 

運
搬
や
処
分
す
る
際
の
 

注
意
事
項
 

運
搬
業
者
の
 

名
称
・
住
所
等
 

処
分
業
者
の
 

名
称
・
住
所
等
 

運
搬
先
の
事
業
場
の
 

名
称
・
所
在
地
等
 

建 設 系 廃 棄 物 の 場 合  

直
行
用
 

一
次
 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
記
入
の
し
か
た
 

23
24

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
 

凸
凹
建
設
（
株
）
 

4
5
6
-4
4
4
4

大
阪
府
○
×
市
○
×
区
○
×
1
-2
-3

0
6
-1
1
1
1
-2
2
2
2

○
△
ビ
ル
新
築
工
事
作
業
所
 

4
5
6
-5
5
5
5

大
阪
府
□
□
市
□
□
区
□
□
4
-5
-6

0
6
-2
2
2
2
-3
3
3
3

（
有
）
△
△
環
境
運
輸
 

（
有
）△
△
環
境
運
輸
□
△
中
継
所
 

1
1
1
-2
3
4
5

兵
庫
県
△
△
市
△
△
7
-8
-90
7
9
7
-5
5
-6
6
6
6

○
○
企
業
○
×
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
 

6
6
0
-0
0
0
0

兵
庫
県
○
○
郡
○
×
町
○
×
1-
23
0
7
9
7
-1
1
-2
2
2
2

○
○
企
業
（
株
）
 

6
5
0
-0
0
0
0

兵
庫
県
○
○
市
○
×
4-
5-
60
7
9
7
-2
2
-3
3
3
3

6
5
0
-1
1
1
1

兵
庫
県
○
○
市
○
○
7-
8-
9
0
7
9
7
-3
3
-4
4
4
4

田
中
○
夫
 

建
設
混
合
廃
棄
物
 

破
砕
・
選
別
 

4t
着
脱
コ
ン
テ
ナ
 

18
   
1 
 9

20
00

00
00

03
 1

建
設
系
廃
棄
物
の
場
合
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 一
次
・
直
行
用
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト（
7枚
複
写
） 

4

委
託
契
約
書（
39
ペ
ー
ジ
）の
 

②
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
 

 

＊
建
設
系
廃
棄
物
に
は
、専
用
の
 

  「
建
設
系
廃
棄
物
マ
ニ
フ
ェ
スト
」
 

   
も
あ
り
ま
す
。
 

一
次
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
 

こ
こ
に
は
、記
入
不
要
で
す
。 

（
二
次
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
場
合
に
使
用
） 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
交
付
番
号
は
10
桁
で
 

あ
ら
か
じ
め
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。 

「
B
2票
」「
D
票
」「
E
票
」
が
 

戻
っ
た
と
き
に
、 

「
A
票
」
の
こ
の
欄
に
 

日
付
を
記
入
し
ま
す
。
 

運
搬
受
託
者
の
 

受
領
確
認
 

C
h
e
c
k
p
o
in
t
!

（
有
）
△
△
環
境
運
輸
　
松
山
□
久
 

運
搬
担
当
者
が
受
領
時
に
会
社
名
、 

担
当
者
の
氏
名
を
記
入
し
ま
す
。
 

 

運
搬
受
託
者
に
廃
棄
物
を
引

き
渡
し
た
際
、会
社
名
、担
当
者

の
氏
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

有
価
物
の
拾
集
を
行
っ
た
際
に
、 

収
集
運
搬
業
者
が
単
位
と
と
も
に
 

記
入
し
ま
す
。
 

積
替
え
又
は
保
管
が
あ
る
場
合
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建
設
系
廃
棄
物
の
場
合
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 一
次
・
積
替
用
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト（
8枚
複
写
） 

建 設 系 廃 棄 物 の 場 合  

積
替
用
 

一
次
 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
記
入
の
し
か
た
 

25
26

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
 

5

斜
線
部
は
、A
票
で
は
記
入
の
 

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

（
株
）
凸
凹
建
設
 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
 

梱
包
材
、
そ
の
他
 

2
2
7
-4
4
4
4

青
森
県
○
×
市
○
×
1
-2
-30
1
7
7
-2
2
-3
3
3
3

○
○
マ
ン
シ
ョ
ン
新
築
工
事
 

2
2
7
-0
0
0
0

青
森
県
□
□
市
△
□
4
-5
-60
1
7
7
-4
4
-5
5
5
5

（
株
）△
△
陸
送
 

〒
02
0-
00
00
　
岩
手
県
□
△
郡
□
△
2-
3-
4 

T
EL
 0
19
4-
55
-6
66
6

0
1
0
-0
0
0
0

秋
田
県
△
△
市
△
△
4
-5
-6

0
1
8
8
-1
1
-3
3
3
3

0
1
0
-0
0
0
0

秋
田
県
□
□
市
□
□
7
-8
-9

0
1
8
8
-6
6
-7
7
7
7

（
株
）△
△
陸
送
×
×
積
替
保
管
所
 

0
1
0
-0
0
0
0

秋
田
県
×
×
市
×
×
1
-2
-3
0
1
8
8
-8
8
-9
9
9
9

△
□
最
終
  
 処
分
場
 

上
記
最
終
処
分
の
場
所
と
同
じ
 

手
袋
着
用
 

（
有
）□
□
環
境
 

0
2
0
-0
0
0
0

岩
手
県
○
○
市
○
×
1
-2
-3

0
1
9
1
-3
3
-4
4
4
4

○
×
興
業（
株
） 

中
村
□
郎
 

安
定
型
埋
立
 

1.
2t

バ
ラ
 

18
   
4 
 5

交
付
担
当
者
の
氏
名
 

廃
棄
物
を
排
出
し
た
 

事
業
場
の
名
称
・
所
在
地
等
 

運
搬
業
者
の
 

名
称
・
住
所
等
 

処
分
業
者
の
 

名
称
・
住
所
等
 

運
搬
先
の
事
業
場
の
 

名
称
・
所
在
地
等
 

40
00

00
00

01
 4

一
次
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
 

こ
こ
に
は
、記
入
不
要
で
す
。 

（
二
次
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
場
合
に
使
用
） 

チ
ェ
ッ
ク
デ
ィ
ジ
ット
は
、　
 コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
 

キ
ー
入
力
等
に
お
け
る
　
  
エ
ラ
ー
検
出
に
利
用
し
ま
す
。
 

交
付
年
月
日
 

排
出
事
業
者
の
 

名
称
・
住
所
等
 

委
託
す
る
廃
棄
物
の
 

種
類
・
数
量
等
 

「
B
2票
」「
B
4票
」「
B
6票
」
 

「
D
票
」「
E
票
」
が
戻
っ
た
 

と
き
に
、「
A
票
」
の
こ
の
欄
に
 

日
付
を
記
入
し
ま
す
。
 

＊
建
設
系
廃
棄
物
に
は
、専
用
の
 

  「
建
設
系
廃
棄
物
マ
ニ
フ
ェ
スト
」
 

   
も
あ
り
ま
す
。
 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
交
付
番
号
は
10
桁
で
 

あ
ら
か
じ
め
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。 

運
搬
受
託
者
の
 

受
領
確
認
 

運
搬
担
当
者
が
受
領
時
に
会
社
名
、 

担
当
者
の
氏
名
を
記
入
し
ま
す
。
 

 

C
h
e
c
k
p
o
in
t
!

運
搬
受
託
者
に
廃
棄
物
を
引

き
渡
し
た
際
、会
社
名
、担
当
者

の
氏
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

（
株
）
△
△
陸
送
　
飯
田
×
次
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廃
棄
物
の
分
類
コ
ー
ド
番
号
は
 

電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
共
通
で
す
。
 

チ
ェ
ッ
ク
デ
ィ
ジ
ット
は
、　
 コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
 

キ
ー
入
力
等
に
お
け
る
　
  エ
ラ
ー
検
出
に
利
用
し
ま
す
。
 

斜
線
部
は
、A
票
で
は
記
入
の
 

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

交
付
年
月
日
 

交
付
担
当
者
の
氏
名
 

中
間
処
理
業
者
の
 

名
称
・
住
所
等
 

廃
棄
物
を
排
出
し
た
 

事
業
場
の
名
称
・
所
在
地
等
 

委
託
す
る
廃
棄
物
の
 

種
類
・
数
量
等
 

運
搬
業
者
の
 

名
称
・
住
所
等
 

処
分
業
者
の
 

名
称
・
住
所
等
 

運
搬
先
の
事
業
場
の
 

名
称
・
所
在
地
等
 

中 間 処 理 業 者 が 交 付 す る 場 合 （ す べ て 記 入 式 ） 

直
行
用
 

二
次
 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
記
入
の
し
か
た
 

29
30

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
 

○
○
産
業
（
株
）
 

6
5
0
-4
4
4
4

兵
庫
県
○
×
市
○
×
7
-8
-90
7
9
7
-1
1
-2
2
2
2

○
○
産
業
○
×
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
 

6
6
0
-5
5
5
5

兵
庫
県
□
□
郡
△
□
町
△
□
4
-5
-6

0
7
9
7
-2
2
-3
3
3
3

（
株
）△
△
運
送
 

凸
凹
建
設（
株
）2
00
00
00
00
1

○
×
○
工
務
店
 2
00
00
00
01
0,
20
00
00
00
11

（
有
）×
△
建
設
 2
00
00
00
01
5,
20
00
00
00
16

6
5
0
-2
3
4
5

兵
庫
県
△
△
市
△
△
7
-8
-90
7
9
7
-5
5
-6
6
6
6

△
□
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー（
株
） 

△
□
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
 

6
5
0
-0
0
0
0

兵
庫
県
○
○
市
○
○
7-
8-
9

兵
  
 庫
県
○
○
市
○
○
7-
8-
9

0
7
9
8
-2
2
-5
5
5
5

07
98
-2
2-
55
55

△
□
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー（
株
） 

6
5
0
-0
0
0
0

兵
庫
県
○
○
市
○
○
7-
8-
9
0
7
9
8
-2
2
-5
5
5
5

中
田
○
介
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
 

骨
材
再
生
 

10
t

バ
ラ
 

18
   
6 
 1

2
0

0
0

0
0

0
0

2
1 

5

中
間
処
理
業
者
が
交
付
す
る
場
合
（
す
べ
て
記
入
式
） 
…
…
…
…
…
…
…
…
 二
次
・
直
行
用
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト（
7枚
複
写
） 

7

二
次
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
こ
こ
に
 

も
と
の
排
出
業
者
の
名
称
・
 

一
次
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
 

交
付
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。  

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
交
付
番
号
は
10
桁
で
 

あ
ら
か
じ
め
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。 

「
B
2票
」「
D
票
」「
E
票
」
が
 

戻
っ
た
と
き
に
、 

「
A
票
」
の
こ
の
欄
に
 

日
付
を
記
入
し
ま
す
。
 

運
搬
受
託
者
の
 

受
領
確
認
 

運
搬
担
当
者
が
受
領
時
に
会
社
名
、 

担
当
者
の
氏
名
を
記
入
し
ま
す
。
 

 

C
h
e
c
k
p
o
in
t
!

運
搬
受
託
者
に
廃
棄
物
を
引

き
渡
し
た
際
、会
社
名
、担
当
者

の
氏
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

（
株
）△
△
運
送
　
中
尾
△
之
 

142



廃
棄
物
の
分
類
コ
ー
ド
番
号
は
 

電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
共
通
で
す
。
 

チ
ェ
ッ
ク
デ
ィ
ジ
ット
は
、　
 コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
 

キ
ー
入
力
等
に
お
け
る
　
  エ
ラ
ー
検
出
に
利
用
し
ま
す
。
 

斜
線
部
は
、A
票
で
は
記
入
の
 

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

交
付
担
当
者
の
氏
名
 

廃
棄
物
を
排
出
し
た
 

事
業
場
の
名
称
・
所
在
地
等
 

委
託
す
る
廃
棄
物
の
 

種
類
・
数
量
等
 

運
搬
業
者
の
 

名
称
・
住
所
等
 

処
分
業
者
の
 

名
称
・
住
所
等
 

運
搬
先
の
事
業
場
の
 

名
称
・
所
在
地
等
 

中 間 処 理 業 者 が 交 付 す る 場 合 （ 帳 簿 記 載 の と お り ） 

直
行
用
 

二
次
 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
記
入
の
し
か
た
 

31
32

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
 

（
有
）○
○
ク
リ
ー
ン
処
理
 

3
6
6
-4
4
4
4

静
岡
県
○
○
市
○
×
1
-2
-30
4
8
-1
1
1
-2
2
2
2

同
左
 

○
○
ク
リ
ー
ン
処
理
運
輸（
株
）
 

（
株
）○
○
環
境
土
木
△
○
処
分
  
場
 

3
6
6
-2
3
4
5

静
岡
県
△
△
市
△
△
7
-8
-90
4
8
-5
5
5
-6
6
6
6

（
株
）
○
○
環
境
土
木
 

5
1
0
-0
0
0
0

三
重
県
×
×
市
×
×
4-
5-
6
0
5
9
3
-2
2
-3
3
3
3

三
重
県
△
△
郡
△
○
7-
8-
9

佐
藤
○
作
 

焼
却
炉
底
灰
 

管
理
型
埋
立
 

上
記
最
終
処
分
場
の
場
所
と
同
じ
 

3t
コ
ン
テ
ナ
 

18
   
1 
 8

2
0

0
0

0
0

0
01

8 
2

中
間
処
理
業
者
が
交
付
す
る
場
合（
帳
簿
記
載
の
と
お
り
） 
…
…
…
…
…
…
…
 二
次
・
直
行
用
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト（
7枚
複
写
） 

8

交
付
年
月
日
 

帳
簿
に
つ
い
て
は
、 

33
・
34
ペ
ー
ジ
を
 

ご
参
照
く
だ
さ
い
。
 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
交
付
番
号
は
10
桁
で
 

あ
ら
か
じ
め
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。 

「
B
2票
」「
D
票
」「
E
票
」
が
 

戻
っ
た
と
き
に
、 

「
A
票
」
の
こ
の
欄
に
 

日
付
を
記
入
し
ま
す
。
 

運
搬
受
託
者
の
 

受
領
確
認
 

運
搬
担
当
者
が
受
領
時
に
会
社
名
、 

担
当
者
の
氏
名
を
記
入
し
ま
す
。
 

 

C
h
e
c
k
p
o
in
t
!

運
搬
受
託
者
に
廃
棄
物
を
引

き
渡
し
た
際
、会
社
名
、担
当
者

の
氏
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

○
○
ク
リ
ー
ン
処
理
運
輸（
株
）　
花
田
□
郎
 

中
間
処
理
業
者
の
 

名
称
・
住
所
等
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